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は
じ
め
に

二
条
城
に
は
、
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
か
ら
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
ま
で
二
条

在
番
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
1
）
。
二
条
在
番
は
、
江
戸
幕
府
の
将
軍

直
轄
の
軍
団
（
「
番
方
」
）
の
一
つ
で
あ
る
大
番
が
二
条
城
に
派
遣
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『
中

井
家
文
書
』
の
二
条
城
の
絵
図
史
料
に
、
二
条
在
番
が
在
番
の
期
間
中
（
一
年
間
）
仮
住
ま

い
し
た
「
番
頭
小
屋
（
2
）
」
や
「
カ
マ
ト
（
竈
）
」
や
「
ユ
ト
ノ
（
湯
殿
）
」
が
設
置
さ
れ
た
「
番

衆
小
屋
（
3
）
」
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
近
世
を
通
じ
て
、
二
条
在
番
が
二
条
城
に

深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
条
在
番
に
つ
い
て
は
、
初
期
江

戸
幕
府
に
お
け
る
軍
事
体
制
の
形
成
過
程
（
4
）

や
江
戸
幕
府
の
上
方
支
配
（
5
）

を
論
じ

る
上
で
部
分
的
に
触
れ
ら
れ
る
の
み
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
職
務
は
、
主
と
し
て
二
条

城
の
警
衛
と
さ
れ
る
の
み
で
、
そ
の
具
体
的
な
実
態
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な

い
。
二
条
城
が
近
世
の
京
都
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
（
6
）
、
利
用
さ
れ

て
い
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、
二
条
城
と
深
い
関
わ
り
の
あ
っ
た
二
条
在
番
の
実
態
解

明
は
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
現
在
、
翻
刻
さ
れ
て
い
る
史
料
を
中
心
と
し
て
、

二
条
在
番
の
実
態
を
で
き
る
限
り
明
ら
か
に
し
た
い
。

一 

大
番
と
在
番

　

（
1
）
大
番
の
職
制
の
一
つ
と
し
て
の
在
番

二
条
在
番
は
、
大
番
の
う
ち
、
二
条
城
に
派
遣
さ
れ
た
も
の
を
指
す
た
め
、
ま
ず
は
、

大
番
自
体
の
職
制
を
み
て
い
く
。
成
立
年
未
詳
の
江
戸
幕
府
役
人
の
職
制
書
で
あ
る
『
有
司

勤
仕
録
』
に
、
「
一
十
二
組
也
、
番
頭
十
二
人
、
内
二
人
組
と
も
二
条
在
番
勤
る
、
二
人
組

と
も
大
坂
在
番
勤
る
（
7
）
」
と
あ
り
、
大
番
は
十
二
組
に
組
分
け
さ
れ
、
そ
の
う
ち
四
組

が
在
番
を
勤
め
る
。
四
組
の
う
ち
、
二
組
が
二
条
在
番
を
勤
め
、
も
う
二
組
が
大
坂
在
番
を

勤
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
四
組
は
固
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
寛
保
三
年

（
一
七
四
三
）
に
成
立
し
た
江
戸
幕
府
の
職
制
書
で
あ
る
内
閣
文
庫
蔵
『
柳
営
秘
鑑
（
8
）
』「
御

三
家
御
家
門
国
主
之
列
幷
供
廻
り
道
具
等
の
格
」
に
、
「
一
大
御
番
頭
、
同
組
幷
与
力
同
心

共
ニ

四
組
宛
、
毎
年
二
条
大
坂
在
番
被
仰
付
、
交
代
之
繰
様
」
と
あ
る
よ
う
に
、
四
組
は
交

代
で
在
番
を
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
残
り
の
八
組
は
、『
有
司
勤
仕
録
』
に
、

「
一
大
番
頭
壱
ヅ
ヽ
二
丸
に
泊
番
あ
り
、
又
壱
人
ヅ
ヽ
御
本
丸
に
詰
番
有
之
」
や
「
御
番
衆

は
二
丸
御
玄
関
、
与
力
同
心
は
同
銅
御
門
に
勤
番
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
交
代
で
江
戸
城
二

の
丸
に
宿
直
し
、
玄
関
や
門
な
ど
の
警
衛
を
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
（
9
）
。

で
は
、
二
条
在
番
は
い
つ
頃
成
立
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
二
条
在
番
を
含
め
た
在
番
の
成

立
過
程
を
先
行
研
究
（
10
）

に
基
づ
い
て
概
観
す
る
。
当
初
、
在
番
は
二
条
在
番
・
大
坂

在
番
の
他
に
、
伏
見
在
番
・
駿
府
在
番
が
あ
っ
た
。
伏
見
在
番
の
端
緒
は
、
慶
長
十
二
年

（
一
六
〇
七
）
に
六
組
が
輪
番
で
伏
見
城
を
警
衛
す
る
番
士
三
十
人
が
三
年
交
替
で
詰
め
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
（
11
）
。
そ
し
て
、
伏
見
在
番
は
、
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）

二
条
在
番
と
二
条
城

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

柴
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謙
信

【
要
旨
】

　

本
稿
で
は
、
近
世
を
通
じ
て
二
条
城
と
深
い
関
わ
り
を
有
し
て
い
た
二
条
在
番
の
実
態
と
そ
の
活
動
の
具
体
相
を
明
ら
か
に
し
た
。
二
条
在
番
は
、
一
年
間
、
城
内
の
小
屋
に
仮
住
ま
い
し

な
が
ら
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
二
条
城
の
警
衛
の
み
な
ら
ず
、
二
条
城
内
の
維
持
管
理
に
関
与
し
、
特
に
十
八
世
紀
以
降
、
禁
裏
や
京
中
・
京
周
辺
に
お
け
る
巡
察
、
建
物
の
修
造
奉
行
、

朝
幕
交
渉
の
差
添
な
ど
、
多
様
な
職
務
を
担
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
、
在
番
の
た
び
に
、
上
京
と
帰
府
を
繰
り
返
す
の
で
は
な
く
、
御
茶
壷
道
中
や
貴
人
の
行
列
警
護
な
ど
を
通

し
て
、
京
中
や
道
中
と
の
関
わ
り
を
持
ち
つ
つ
、
江
戸
と
二
条
城
の
間
を
往
還
し
て
い
た
。
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の
伏
見
城
廃
止
と
と
も
に
、
大
坂
城
の
在
番
へ
改
変
さ
れ
て
お
り
（
12
）
、
こ
れ
以
降
、
大

坂
城
へ
の
在
番
が
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
駿
府
城
へ
の
在
番
は
、
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）

の
渡
辺
茂
の
在
番
に
端
を
発
し
、
一
時
中
断
を
経
て
、
寛
永
十
一
年
（
一
六
三
三
）
に
高
木

正
成
が
在
番
し
て
以
降
、
毎
年
一
組
が
一
年
交
替
で
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
寛

永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
か
ら
大
番
に
代
わ
り
、
御
書
院
番
の
在
番
へ
変
更
に
な
っ
た
（
13
）
。

二
条
在
番
は
、
内
閣
文
庫
蔵
『
慶
延
略
記
』
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
（
編
171
（
14
）
）
に
、

「
京
都
二
条
御
城
番
初
ル
、
今
年
御
普
請
成
就
、
御
城
代
渡
邊
山
城
守
茂
被
仰
付
、
大
御
番

衆
卅
人
ツ
ヽ
山
城
守
仕
配
ニ
て
勤
、
是
卅
人
番
と
い
ふ
、
御
番
衆
一
年
代
勤
番
（
15
）
」
と

あ
る
よ
う
に
、
駿
府
城
番
を
勤
め
て
い
た
渡
辺
茂
が
二
条
城
代
と
な
り
、
大
番
三
十
人
が
一

年
交
替
で
、
本
丸
・
高
麗
門
に
番
勤
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
契
機
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ

る
。
さ
ら
に
、
内
閣
文
庫
蔵
『
寛
永
日
記
』
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
五
月

二
十
三
・
二
十
四
日
条
（
編
248
）
に
、
「
廿
三
日
、
二
条
為
御
番
替
御
暇
、
御
帷
子
御
袷
御
道

服
、
保
科
弾
正
、
黄
金
五
枚
ツ
ヽ
、
安
倍
摂
津
守
、
大
炊
・
讃
岐
挨
拶
、
摂
津
守
役
之
、
五

月
廿
四
日
、
大
番
百
人
銀
十
枚
ツ
ヽ
内
八
人
組
頭
ニ
ハ

御
帷
子
二
ツ
添
、
右
二
条
為
御
番
被
遣
ニ
付
被
下
之
、
番

頭
両
人
昨
日
被
下
之
」
と
あ
り
、
大
番
百
名
（
二
組
）
に
二
条
城
を
守
ら
せ
、
在
番
の
交
替

期
が
一
年
に
定
め
ら
れ
た
。
以
後
、
廃
止
さ
れ
る
ま
で
二
組
に
よ
る
在
番
が
定
着
し
た
。

以
上
か
ら
、
大
番
の
職
制
は
、
江
戸
勤
番
と
元
和
・
寛
永
期
に
成
立
し
た
在
番
の
二
つ

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
在
番
の
う
ち
、
二
条
城
に
派
遣
さ
れ
る
大
番
二
組
が
二
条
在
番
と

呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

 
 

（
2
）
大
番
に
お
け
る
在
番
の
輪
番
制

　

二
条
在
番
は
、
大
番
が
一
年
交
代
の
輪
番
制
で
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
で
は
、
在

番
の
輪
番
制
は
ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

前
掲
の
『
柳
営
秘
鑑
』
「
御
三
家
御
家
門
国
主
之
列
幷
供
廻
り
道
具
等
の
格
」
に
は
、
享

保
年
間
の
二
条
在
番
の
勤
務
形
態
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。

　
　

一
大
御
番
頭
、
同
組
幷
与
力
同
心
共
ニ
四
組
宛
、
毎
年
二
条
大
坂
在
番
被
仰
付
、 

　
　
　
　

 

交
代
之
繰
様
、
発
足
帰
府
之
次
第
、
左
ニ
記
之
、

　
　
　
　

 
 

大
坂
申寅　

　

二
条
巳亥　

　

藤
堂
肥
後
守

酒
井
紀
伊
守

　
　
　
　
　
　

大
坂
巳亥　
　

二
条
申寅　
　

酒
井
日
向
守

朽
木
和
泉
守

　
　
　
　
　
　

大
坂
酉卯　

　

二
条
子午　

坂

倉

下

野

守

戸
田
右
近
将
監

　
　
　
　
　
　

大
坂
子午　

　

二
条
酉卯　

　

杉
浦
出
雲
守

井
上
遠
江
守

　
　
　
　
　
　

大
坂
戌辰　

　

二
条
丑未　

　

山
名
因
幡
守

秋
元
隼
人
正

　
　
　
　
　
　

大
坂
丑未　
　

二
条
戌辰　

　

堀
田
出
羽
守

久
貝
因
幡
守

二
組
が
ペ
ア
と
し
て
、
二
条
・
大
坂
城
に
在
番
す
る
年
（
干
支
）
が
決
ま
っ
て
お
り
、

輪
番
制
に
よ
っ
て
、
毎
年
、
大
番
十
二
組
の
う
ち
四
組
が
二
組
ず
つ
二
条
城
・
大
坂
城
に
在

番
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

各
組
が
担
当
の
年
に
在
番
を
勤
め
て
い
る
こ
と
は
、
一
次
史
料
で
あ
る
『
江
戸
幕
府
日
記
』

に
よ
り
確
認
で
き
る
。
『
江
戸
幕
府
日
記
』
に
は
、
二
条
・
大
坂
在
番
を
担
当
す
る
組
の
番

頭
以
下
が
在
番
先
に
出
発
す
る
前
に
暇
を
賜
る
た
め
に
謁
見
し
た
様
子
と
在
番
先
か
ら
帰
府

し
た
際
に
将
軍
へ
謁
見
し
た
様
子
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
姫
路
酒
井
家
本
『
江
戸
幕
府
日
記
』

（
以
下
、『
江
戸
幕
府
日
記
』
と
す
る
）
寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）
三
月
九
日
条
に
よ
れ
ば
、

内
藤
石
見
守
・
保
科
弾
正
忠
が
二
条
在
番
の
た
め
に
暇
を
賜
っ
て
い
る
。
『
江
戸
幕
府
日
記
』

正
保
元
年
（
一
六
四
四
）
九
月
一
日
条
に
よ
れ
ば
、
内
藤
石
見
守
・
保
科
弾
正
忠
に
大
坂
在

番
を
勤
め
終
え
、
将
軍
に
謁
見
し
て
い
る
。
ま
た
、『
江
戸
幕
府
日
記
』
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）

二
月
十
六
日
条
に
よ
れ
ば
、
内
藤
石
見
守
・
保
科
弾
正
忠
が
二
条
在
番
の
た
め
に
暇
を
賜
っ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
遅
く
と
も
寛
永
後
期
に
は
、
在
番
の
輪
番
制
が
構
築
さ
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
右
の
『
柳
営
秘
鑑
』
に
み
え
る
享
保
期
に
お
い
て
も
、
二
二
七
頁

の
表
1
の
よ
う
に
、
輪
番
制
に
基
づ
い
て
、
毎
年
の
在
番
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

表
1
に
よ
れ
ば
、
各
組
は
三
年
ご
と
に
大
坂
在
番
・
二
条
在
番
の
ど
ち
ら
か
を
務
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、
二
条
在
番
成
立
直
後
か
ら
、
二
条
・
大
坂
在
番
は
輪
番
制
に
基
づ
い
て
運

用
さ
れ
、
こ
の
輪
番
制
は
二
条
在
番
の
廃
止
ま
で
維
持
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二　

二
条
在
番
の
組
織

　

（
1
）
二
条
在
番
の
人
員
構
成

　

二
条
在
番
は
、
大
番
の
人
員
構
成
と
同
様
で
あ
る
た
め
、
大
番
の
人
員
構
成
を
弘
化
二
年

（
一
八
四
五
）
成
立
の
江
戸
幕
府
役
人
の
職
制
書
で
あ
る
『
吏
徴
』
上
巻
（
『
続
々
群
書
類
従
』

第
七
）
に
基
づ
き
、
確
認
し
て
お
く
。
大
番
の
長
で
あ
る
番
頭
は
、「
老
中
支
配
、
五
千
石
高
、
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菊
之
間
詰
、
諸
大
夫
」
の
役
職
で
あ
り
、
主
に
上
級
の
旗
本
か
ら
任
じ
ら
れ
た
。
成
立
初
期　
　
　

の
番
頭
に
は
、
一
万
石
以
上
の
譜
代
大
名
が
任
じ
ら
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
が
（
16
）
、
享
保

八
年
（
一
六
九
二
）
に
は
、
知
行
高
五
千
石
が
基
準
と
な
っ
て
い
る
（
17
）
。
こ
の
番
頭
の

下
に
は
、
組
頭
四
名
が
い
た
。
組
頭
は
、
「
大
番
頭
支
配
、
六
百
石
高
、
躑
躅
間
詰
、
御
目

見
以
下
、
布
衣
以
上
」
の
役
職
で
あ
る
。
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
成
立
の
江
戸
幕
府
役

人
の
職
制
書
で
あ
る
『
明
良
帯
録
』
（
以
下
、
『
改
定
史
籍
集
覧
』
一
一
）
に
、
「
組
向
諸
願

諸
届
等
を
承
り
頭
へ
達
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
組
頭
が
統
括
す
る
番
衆
か
ら
の
願
や
届
を
と

り
ま
と
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
（
18
）
。
一
人
の
組
頭
が
一
一
・
一
二
名
の
番
衆
を
束
ね
て

い
た
よ
う
で
あ
る
（
19
）
。
ま
た
、
組
頭
に
よ
り
統
括
さ
れ
る
番
衆
四
十
六
名
が
い
た
。
番

衆
は
、「
大
番
頭
支
配
、
二
百
俵
高
、
御
目
見
以
下
、
布
衣
以
上
」
の
役
職
で
あ
る
。
こ
の
他
、

主
に
江
戸
幕
府
の
法
令
を
ま
と
め
た
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
成
立
の
内
閣
文
庫
蔵
『
憲
教

類
典
（
20
）
』
の
「
一
遠
国
御
役
人
組
附
人
別
幷
御
役
料
」
に
、
「
大
御
番
頭
、
同
断
（
筆
者

注
：
五
千
石
ゟ
内

者
五
千
石
高
）
、
与
力
一
〇
騎
、
同
心
二
〇
人
ヅ
ヽ
」
と
あ
り
、
番
頭
の
附
属
と
し
て
、

与
力
が
一
〇
騎
、
同
心
二
〇
人
が
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
二
条
在
番
に
は
、
大
番
二
組
が
あ

て
ら
れ
る
た
め
、
番
頭
二
名
、
組
頭
八
名
、
番
衆
九
二
人
、
与
力
二
〇
騎
、
同
心
四
〇
人
と

い
う
人
員
構
成
で
あ
っ
た
。

　

大
番
の
基
本
的
な
人
員
構
成
は
、
右
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）

五
月
三
日
の
町
触
に
、
「
二
條
御
城
在
番
、
一
菅
沼
織
部
正
殿

本
庄
大
和
守
殿
家
来
中
、
一
御
番
衆
幷
家
来
ニ

至
迄
（
21
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
番
頭
だ
け
で
な
く
、
組
頭
・
番
衆
に
も
家
来
が
同
行
し
て

い
た
。
し
た
が
っ
て
、
実
際
に
入
城
し
て
い
た
人
数
は
、
二
組
百
二
人
よ
り
さ
ら
に
多
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
の
二
条
在
番
の
活
動
を
記
録
し
た
神
宮
文
庫

蔵
『
先
登
二
条
在
番
登
前
手
留
（
22
）
』
（
以
下
、『
手
留
』
と
す
る
）
に
は
、「
一
家
老
・
用
人
・

取
次
之
者
、
時
者
上
下
着
例
句
之
者
ハ
羽
織
襠
、
勝
手
役
之
者
者
旅
具
之
催
相
勤
候
」
と
あ

り
、
番
頭
に
は
、
「
家
老
」
・
「
用
人
」
・
「
取
次
」
・
「
勝
手
役
」
な
ど
が
同
行
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
ま
た
、
組
頭
や
番
衆
は
、
侍
・
中
間
・
用
人
を
連
れ
て
い
た
。
京
都
町
奉
行
伺

の
『
御
仕
置
例
類
集
（
23
）
』
一
六
一
〇
に
よ
れ
ば
、
組
頭
の
も
と
に
は
、
少
な
く
と
も
用

役
一
名
、
家
来
三
名
、
中
間
二
名
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
安
永
五
年
・
六
年

（
一
七
七
六
・
七
七
）
に
二
条
在
番
の
番
衆
で
あ
っ
た
森
山
孝
盛
の
日
記
で
あ
る
『
自
家
年
譜

（
24
）
』
（
以
下
、
『
年
譜
』
と
す
る
）
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
三
月
二
十
三
日
条
に
は
、
「
在

番
用
人
次
左
衛
門
ト
申
者
召
抱
今
日
引
越
ス
」
と
あ
り
、
番
衆
が
在
番
の
た
め
に
、
用
人
を

召
し
抱
え
る
場
合
が
あ
っ
た
（
25
）
。
絵
図
史
料
に
も
、
番
頭
や
組
頭
の
家
来
が
住
ま
う
部

屋
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
大
工
頭
中
井
家
文
書
』
（
以
下
、
『
中
井
家
文
書
』
と
す

る
（
26
）
）
「
西
大
御
番
頭
小
屋
絵
図
」
西
組
番
頭
の
屋
敷
に
は
、
番
頭
附
の
家
老
・
勝
手
役

が
控
え
た
と
思
わ
れ
る
「
家
老
部
屋
（
八
帖
）
」
・
「
勝
手
役
詰
所
（
十
二
帖
）
」
が
見
え
る
。

組
頭
小
屋
に
つ
い
て
も
、
『
中
井
家
文
書
』
「
二
条
御
城
内
御
番
衆
小
屋
幷
与
力
同
心
小
屋
絵

図
扣
」
に
見
え
る
す
べ
て
の
小
屋
に
「
仲
間
部
屋
」
・
「
侍
部
屋
」
が
見
え
、
組
頭
に
同
行
し

た
侍
や
中
間
（
仲
間
）
の
存
在
が
想
定
で
き
る
。
さ
ら
に
、
番
衆
小
屋
に
も
、
す
べ
て
「
仲

間
部
屋
」
が
見
え
、
番
衆
に
同
行
し
た
中
間
（
仲
間
）
の
存
在
が
想
定
で
き
る
。

　

前
述
の
通
り
、
毎
年
、
二
条
在
番
を
命
じ
ら
れ
た
大
番
二
組
が
二
条
城
に
赴
く
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
、
実
態
と
し
て
は
、
担
当
の
組
の
在
番
衆
が
病
気
や
服
喪
な
ど
の
種
々
の
事
情

で
在
番
先
に
赴
け
な
い
場
合
な
ど
に
、
他
組
か
ら
代
り
の
者
が
出
さ
れ
る
な
ど
流
動
的
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
大
番
の
職
制
書
と
考
え
ら
れ
る
成
立
年
未
詳
の
神
宮
文
庫
蔵
『
大

番
職
制
（
27
）
』
に
は
、
「
二
条
在
番
地
願
之
面
々
有
之
組
与
頭
ゟ
十
二
月
頃
登
り
組与

頭
江
故

障
有
無
掛
合
之
上
願
書
番
頭
江
差
出
候
事
」
と
あ
る
よ
う
に
、
病
気
や
服
喪
な
ど
で
在
番
を

勤
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
が
、
江
戸
に
留
ま
る
こ
と
を
事
前
に
申
請
し
て
（
「
地
願
」
）
、

変
わ
り
に
在
番
を
務
め
る
者
（
「
代
人
」
）
を
取
る
場
合
が
あ
っ
た
（
28
）
。
『
大
番
職
制
』
所

収
の
「
二
丸
助
当
御
番
書
」
に
は
、

　
　

人
数
五
拾
弐
人
之
内
、
勤
三
拾
四
人
昼
御
番
十
七
人
、

夕
御
番
十
七
、

相
手
代
、

　
　
　
　
　

内
、

　
　

（
中
略
）

　
　

二
条
代
人　
　

五
人　

右
同
断
、

　
　

大
坂
代
人　
　

弐
人　

右
同
断

　
　

（
後
略
）

と
あ
り
、
菅
沼
伊
賀
守
組
所
属
の
番
衆
五
人
が
酉
年
（
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
）
の
二
条

在
番
を
担
当
し
た
組
（
29
）

へ
出
向
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
代
人
」
の
他
に
は
、
「
取

人
」
と
呼
ば
れ
る
者
が
い
た
。
「
取
人
」
は
、
病
気
・
差
合
に
よ
り
、
在
番
衆
の
人
数
が
不
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足
す
る
時
、
他
組
か
ら
代
り
と
し
て
入
っ
た
者
で
あ
る
（
30
）
。
『
明
良
帯
録
』
に
、
「
代
人

取
人
と
て
毎
年
登
る
あ
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
代
人
」
や
「
取
人
」
と
し
て
、
何
度
も
在

番
を
勤
め
る
も
の
が
い
た
と
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
番
方
の
詳
細
な
経
歴
を
ま
と
め
た
文

政
三
年
（
一
八
二
〇
）
成
立
の
内
閣
文
庫
蔵
『
御
番
士
代
々
記
（
31
）
』
（
以
下
、
『
代
々
記
』

と
す
る
）
大
御
番
六
番
四　

宮
重
源
左
衛
門
信
武
の
項
に
、
「
信
武
二
条
城
の
宿
直
に
参
る

事
五
度
、
代
人
四
度
、
坂
城
の
警
衛
に
参
る
事
五
度
、
代
人
五
度
、
凡
十
九
度
在
番
に
参
る
」

と
あ
り
、
信
武
は
、
一
九
回
の
在
番
勤
務
の
う
ち
、
通
常
の
在
番
勤
務
で
五
回
、
「
代
人
」

と
し
て
四
回
、
二
条
城
へ
赴
い
て
お
り
、
さ
ら
に
、
大
坂
城
へ
は
、
通
常
の
在
番
勤
務
で
五

回
、「
代
人
」
と
し
て
五
回
赴
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、『
年
譜
』
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）

六
月
二
十
一
日
条
に
は
、
「
二
条
在
番
取
手
返
し
と
し
て
出
立
」
と
あ
り
、
在
番
を
勤
め
、

江
戸
に
戻
っ
た
後
、
取
っ
て
返
し
、
次
年
度
の
在
番
を
勤
め
る
「
取
手
返
」
と
呼
ば
れ
る
も

の
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
（
32
）
。

 
 

（
2
）
二
条
在
番
の
役
職
者

二
条
在
番
衆
に
は
、
二
条
城
に
か
か
わ
る
役
職
や
在
京
す
る
と
い
う
性
格
上
、
禁
裏
な

ど
に
か
か
わ
る
役
職
を
兼
務
す
る
者
が
い
た
。
主
と
し
て
、
『
代
々
記
』
に
基
づ
き
、
そ
の

職
務
を
可
能
な
限
り
明
ら
か
に
す
る
。
『
代
々
記
』
凡
例
（
33
）

に
は
、　

　
　

大
御
番
二
条
・
大
坂
在
番
の
も
の
ゝ
中
よ
り
出
役
せ
ら
る
ゝ
事
あ
り
、
所
謂
（
1
）

御
蔵
奉
行
・
（
2
）
御
破
損
奉
行
・
（
3
）
御
金
奉
行
（
34
）
・
（
4
）
御
弓
奉
行
・

（
5
）
御
鉄
炮
奉
行
、
此
五
役
は
本
勤
の
も
の
に
副
ひ
て
、
出
役
は
年
々
交
替
し
て

こ
れ
を
つ
と
む
、
其
余
（
6
）
米
払
定
式

（
７
）
御
茶
壺
定
式
・（
8
）
急
御
使
臨
時
・

（
9
）
御
用
物
差
添
臨
時

・
（
10
）
御
金
宰
領
定
式

の
こ
と
き
二
組
の
御
番
士
に
選
ハ

れ
て
、
其
任
に
当
た
る
、
又
（
11
）
残
役
と
し
て
半
年
を
か
き
り
、
江
戸
に
止
り

て
相
番
士
留
守
宅
の
事
を
所
置
す
、

と
あ
り
、
在
番
衆
の
中
に
は
、
役
務
を
一
年
交
代
で
「
出
役
」
（
兼
任
）
す
る
者
が
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
の
二
条
在
番
の
上
京
ま
で
の
様
子
を
記
録

し
た
東
京
都
公
文
書
館
蔵
『
先
登
二
条
在
番
登
前
留
（
35
）
』
（
以
下
、
『
登
前
留
』
と
す
る
）

に
も
、「
来
夏
二
条
在
番
之
節
我
等
組
二
テ
出
役
御
番
衆
姓
名
書
付
」と
さ
れ
る
「
覚
書
」
に
は
、

先
残
役
・
跡
残
役
・
御
破
損
奉
行
・
御
弓
奉
行
・
御
具
足
奉
行
・
御
鉄
砲
奉
行
・
御
茶
壷
差
副
・

宿
割
・
御
蔵
奉
行
仮
役
が
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
36
）
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
定
員
は
、

こ
の
「
覚
書
」
に
よ
る
。

（
1
）
「
御
蔵
奉
行
」
は
、
二
条
城
内
・
城
外
に
あ
る
米
蔵
の
管
理
に
関
わ
っ
て
い
た
。

享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
以
前
ま
で
は
、
御
勘
定
・
小
十
人
組
な
ど
か
ら
転
任
し
て
、
十
年

以
上
勤
め
る
者
も
少
な
く
、
そ
の
定
員
は
、
二
～
四
名
の
間
で
上
下
し
て
い
た
（
37
）
。
し

か
し
、
内
閣
文
庫
蔵
『
柳
営
日
次
記
』
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
閏
七
月
六
日
条
に
、

「
大
御
番
岡
野
備
中
守
組

出
役
御
蔵
奉
行

高
井
蔵
人
、
右
二
条
御
蔵
奉
行
仮
役
へ
壱
ヶ
年
被
遣
旨
和
泉
守
申
渡

之
」
と
あ
り
、
ま
た
、
幕
臣
の
任
免
記
録
で
あ
る
『
柳
営
補
任
』
に
、
「
先
規
三
人
、
当
時

本
役
両
人
、
二
条
在
番
大
御
番
ヨ
リ
在
役
一
人
宛
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
享
保
六
年

（
一
七
二
一
）
か
ら
定
員
三
人
の
う
ち
一
人
が
在
番
し
た
番
衆
か
ら
選
ば
れ
、
一
年
間
、
二

条
御
蔵
「
仮
役
」
を
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
38
）
。
し
た
が
っ
て
、『
代
々
記
』

凡
例
に
み
え
る
在
番
の
「
御
蔵
奉
行
」
は
「
仮
役
」
の
「
御
蔵
奉
行
」
を
指
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

（
2
）
「
御
破
損
奉
行
」
は
、
主
に
城
内
に
あ
る
建
物
の
修
造
に
関
わ
っ
て
い
た
。
『
大

御
番
頭
格
式
之
留
』
「
大
御
番
常
之
勤
方
之
覚
」
に
、
「
両
組
よ
り
一
人
づ
ゝ
、
御
破

損
奉
行
両
人
、
常
々
申
渡
置
、
御
城
中
不
絶
見
廻
、
御
破
損
有
之
時
ハ
、
致
見
分
申

聞
候
様
被
申
渡
、
両
破
損
奉
行
幷
中
井
主
水
、
同
源
八
郎
、
立
合
見
分
之
上
、
両
番

頭
へ
申
聞
候
ニ
付
、
委
細
承
届
、
其
上
ニ
而
所
司
代
へ
申
達
、
御
修
復
申
付
候
（
39
）
」 

と
あ
り
、
在
番
二
組
か
ら
一
人
ず
つ
が
「
御
破
損
奉
行
」
に
選
ば
れ
（
40
）
、
城
内
を
見
回
り
、

破
損
が
あ
る
場
合
は
、
大
工
頭
中
井
主
水
ら
の
見
分
の
上
、
番
頭
に
破
損
個
所
を
報
告
し
、

さ
ら
に
所
司
代
に
も
連
絡
し
、
修
復
を
申
し
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
『
代
々
記
』

に
よ
れ
ば
、
城
内
の
建
造
物
の
修
復
（
41
）

以
外
に
も
、
所
司
代
邸
の
修
復
に
も
関
わ
っ
て

い
た
（
42
）
。

（
4
）
「
御
弓
奉
行
」
は
、
弓
や
剣
な
ど
の
武
器
の
管
理
に
関
わ
っ
て
い
た
。
『
手
留
』
文

政
三
年
（
一
八
二
〇
）
十
一
月
十
六
日
条
に
、
「
御
弓
奉
行
大
久
保
出
雲
守
組
新
右
衛
門
我

等
組
日
比
野
七
之
丞
被
参
御
修
覆
御
矢
根
被
相
下
ヶ
被
致
持
参
候
ニ
付
」
と
あ
る
こ
と
や
、

『
代
々
記
』
大
御
番
九
番
五 

鈴
木
隅
之
丞
正
俊
の
項
に
、
「
寛
政
八
年
夏
二
条
城
の
警
衛
に

参
り
、
御
弓
矢
奉
行
を
務
め
、
七
月
御
剣
受
取
と
し
て
大
坂
へ
参
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

弓
具
を
含
め
た
武
具
の
修
理
や
管
理
に
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
中
井
家
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文
書
』
「
御
城
内
御
預
所
絵
図
Ⅲ
」
に
、
本
丸
南
の
多
門
の
一
部
に
「
御
弓
、
御
弓
奉
行
預
り
」

と
付
さ
れ
て
お
り
、
弓
が
納
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
多
門
を
管
轄
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
５
）
「
御
鉄
炮
奉
行
」
は
、
城
内
に
納
め
ら
れ
て
い
た
鉄
砲
や
火
薬
の
管
理
に
関
わ
っ

て
い
た
。
『
柳
営
補
任
』
に
、
「
二
条
在
番
大
御
番
ヨ
リ
二
人
宛
出
役
出
ル
」
と
あ
り
、
在
番

か
ら
二
名
が
選
ば
れ
、
一
年
間
、
「
御
鉄
炮
奉
行
」
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の

二
名
は
、
地
役
の
御
鉄
炮
奉
行
二
名
と
と
も
に
、
城
内
に
納
め
ら
れ
た
武
器
・
火
薬
の
管
理

を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
両
者
が
区
別
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
宮
内
庁
宮
内
公
文
書

館
蔵
「
二
条
御
城
内
外
之
図　

二
条
御
城
内
之
図
」（
本
書
口
絵
1
）
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。

東
南
・
西
南
隅
櫓
に
は
、
「
在
役
・
地
役
鉄
砲
奉
行
預
り
」
と
付
さ
れ
て
お
り
、
四
隅
の
櫓

は
、
在
番
の
「
御
鉄
炮
奉
行
」
と
地
役
の
「
御
鉄
炮
奉
行
」
の
管
轄
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
さ
ら
に
、
京
都
所
司
代
や
遠
国
奉
行
な
ど
が
保
管
し
て
い
た
武
具
の
目
録
で
あ
る
弘
化

二
年
（
一
八
四
五
）
成
立
の
内
閣
文
庫
蔵
『
遠
国
御
武
器
類
向
々
書
上
』
二
の
「
二
条　

御

城
附
御
鉄
砲
御
鎗
其
外
御
道
具
員
数
」
に
も
、
「
辰
巳
御
櫓
附
」
・
「
未
申
御
櫓
附
」
と
し
て
、

「
合
薬
」
や
「
火
縄
」
な
ど
の
火
薬
や
鉄
炮
の
備
品
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
「
右

者
辰
巳
未
申
御
櫓
附
仮
役
鉄
砲
奉
行
御
預
之
分
」
と
あ
り
、「
仮
役
」
が
「
御
蔵
奉
行
」
同
様
、

在
番
か
ら
の
出
役
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
東
南
・
西
南
隅
櫓
の
備
品
は
、
在
番
の
「
御
鉄
炮
奉

行
」
の
預
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

『
代
々
記
』
凡
例
に
は
見
え
な
い
が
、
『
登
前
留
』
「
覚
書
」
に
よ
れ
ば
、
「
御
具
足
奉
行
」

が
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
「
御
具
足
奉
行
」
は
、
具
足
の
管
理
に
関
わ
っ
て
い
た
。
『
手

留
』
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
九
月
二
日
条
に
「
御
具
足
方
御
修
復
御
入
用
減
方
之
儀
（
中

略
）
御
具
足
奉
行
よ
り
差
出
候
書
付
類
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
具
足
の
修
復
に
関
わ
っ
て
い

た
（
43
）
。
ま
た
、
『
中
井
家
文
書
』
「
御
城
内
御
預
所
絵
図
Ⅲ
（
二
条
城
）
」
に
、
本
丸
南
側

の
多
門
の
一
部
に
「
御
具
足
、
御
具
足
奉
行
預
り
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
多
門
に
納
め
ら
れ

た
具
足
の
管
理
に
関
わ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

（
7)

「
御
茶
壺
附
」
は
、
将
軍
に
献
上
す
る
た
め
に
御
茶
を
運
搬
す
る
御
茶
壺
道
中
の

行
列
に
同
行
し
、
そ
の
警
護
を
担
当
し
た
。
御
茶
壺
附
に
つ
い
て
は
、
第
四
章
で
詳
述
す
る
。

（
9)

「
御
用
物
差
添
」
は
、
宮
中
の
御
用
物
に
付
添
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。『
代
々
記
』

大
御
番
十
一
番
四　

原
三
之
丞
親
要
の
項
に
、
「
天
明
三
卯
年
夏
二
条
城
の
警
衛
に
参
り
、

此
と
き　

心
（
倫
子
女
王
、
将
軍
家
治
御
台
所
）

観
院
君
御
贈
位　

宣
命
乃
御
用
物
差
副
と
し
て
八
月
三
日
京
都
を
立
、
十
一
日

夜
に
着
く
、
（
中
略
）
又
京
都
へ
参
て
警
護
す
（
44
）
」
と
あ
り
、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）

に
二
条
在
番
を
勤
め
た
親
要
は
、
将
軍
家
冶
の
御
台
所
で
あ
る
倫
子
女
王
に
従
一
位
を
贈
位

す
る
宣
命
の
差
添
を
務
め
て
い
る
。

（
11)

「
残
役
」
は
、『
明
良
帯
録
』
に
、「
残
り
役
は
江
戸
に
て
留
守
番
衆
の
宅
心
得
、
其

外
世
話
扱
ひ
致
し
、
異
変
其
外
あ
れ
ば
取
計
、
書
状
の
取
次
等
致
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
江

戸
に
残
り
、
江
戸
に
あ
る
番
衆
の
自
宅
の
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
江
戸
城
の
情
勢
や
そ

の
他
日
々
の
異
変
を
在
番
先
に
伝
達
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
（
45
）
。
『
年
譜
』
安
永
五
年

（
一
七
七
六
）
十
二
月
四
日
条
に
、
「
同
四
日　

先
残
役
福
王
幸
之
進
御
城
入
、
但
残
役
浅
井

吉
次
郎
九
月
中
出
立
候
訳
日
記
付
落
」
と
あ
り
、「
先
残
役
」
と
「
跡
残
役
」
の
二
名
が
お
り
、

前
者
は
在
番
期
間
の
前
半
（
四
月
～
十
一
月
）
、
江
戸
に
居
残
り
、
十
二
月
ま
で
に
二
条
城

に
上
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
一
方
、
後
者
は
、
在
番
期
間
の
後
半
（
十
二
月
～
四
月
）
に

江
戸
に
居
残
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
九
月
に
二
条
城
か
ら
江
戸
へ
向
か
っ
て
い
る
。

（
6
）
「
米
払
（
46
）
」
・
（
8
）
「
急
御
使
」
・
（
10
）
「
御
金
宰
領
（
47
）
」
の
職
務
内
容
の
詳

細
は
、
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

ま
た
、『
代
々
記
』
凡
例
に
は
見
え
な
い
が
、『
登
前
留
』
や
『
大
番
職
制
』
に
よ
れ
ば
、「
宿

割
」
・
「
御
金
請
取
」
と
呼
ば
れ
る
役
職
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
宿
割
」
は
、
在
番
へ
向
か
う
道
中
や
後
述
す
る
よ
う
に
、
上
京
後
、
交
代
を
待
つ
間
の

町
屋
へ
の
寄
宿
に
お
い
て
、
番
衆
が
宿
泊
す
る
宿
の
割
り
振
り
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
（
48
）
。

「
御
金
請
取
」
は
、
『
大
番
職
制
』
に
、
「
一
初
御
合
力
金
為
請
取
大
坂
江
出
立
、
但
五
月

十
三
日
京
出
立
、
同
十
七
日
帰
京
、
同
十
八
日
御
金
渡
、
尤
春
御
借
米
御
帳
紙
直
段
ニ
而
渡

ル
」
と
あ
り
、
在
番
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
給
与
（
「
御
合
力
金
（
49
）
」
）
の
請
取
の
た
め
、

金
が
保
管
さ
れ
て
い
る
大
坂
へ
赴
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
（
50
）
。

番
衆
と
同
様
に
、
与
力
や
同
心
に
も
、「
残
番
」
や
「
米
払
」
な
ど
の
在
役
の
者
が
い
た
。

『
登
前
留
』
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
三
月
四
日
条
に
は
、
「
一
与
力
同
心
在
役
之
面
々
」
と

し
て
、
与
力
や
同
心
の
在
役
の
者
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。 

以
上
か
ら
、
二
条
在
番
に
お
い
て
は
、
在
番
衆
か
ら
役
職
者
（
在
役
）
が
選
ば
れ
、
二

条
城
の
維
持
管
理
や
朝
幕
間
の
や
り
と
り
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
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三　

二
条
在
番
の
職
務
内
容

（
1
）
二
条
城
内
に
お
け
る
職
務

本
章
で
は
、
二
条
在
番
の
職
務
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
こ
こ
で
は
、
二
条
城
内
に

お
け
る
勤
務
内
容
に
つ
い
て
み
て
い
く
。

番
頭
の
職
務
と
し
て
、
本
丸
・
二
の
丸
御
殿
の
管
轄
が
あ
げ
ら
れ
る
。
『
大
御
番
頭
格
式

之
留
』
「
大
御
番
常
之
勤
方
之
覚
」
に
、
「
一
二
条
ハ
本
丸
・
二
ノ
丸
共
、
不
残
両
番
頭
ヘ
御

預
被
遊
（
51
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
番
頭
は
、
本
丸
・
二
の
丸
を
預
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

（
52
）
。
さ
ら
に
、
『
有
司
勤
仕
録
』
に
は
、
「
一
二
条
大
坂
に
て
は
、
御
本
丸
を
預
り
、
総
而

御
座
敷
向
等
之
鍵
等
を
預
る
、
御
城
代
と
云
と
も
、
大
番
頭
に
達
ざ
れ
バ
、
御
座
敷
見
分
不

成
と
な
り
（
53
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
番
頭
は
城
内
の
す
べ
て
の
座
敷
の
鍵
を
預
か
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
番
頭
の
許
可
な
く
、
座
敷
を
見
分
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

組
頭
の
職
務
と
し
て
、
本
丸
の
泊
番
が
あ
げ
ら
れ
る
。
『
職
掌
録
』
に
は
、「
二
条
に
て
は
、

（
中
略
）
組
頭
は
隔
番
に
御
本
丸
ば
か
り
泊
番
を
勤
め
」
と
あ
り
、
組
頭
は
本
丸
の
泊
番
を

勤
め
て
い
た
。

両
組
の
与
力
・
同
心
の
職
務
と
し
て
、
本
丸
・
二
の
丸
の
番
所
へ
の
詰
番
が
あ
げ
ら
れ
る
。

『
大
御
番
頭
格
式
之
留
』
「
大
御
番
常
之
勤
方
之
覚
」
に
、
「
両
番
頭
与
力
立
合
申
候
、
其
外

御
本
丸
二
丸
之
内
、
御
番
所
両
所
有
之
、
一
組
ヅ
ヽ
ニ
而
、
御
番
所
無
断
絶
、
一
人
づ
ゝ
隔

番
ニ
不
寝
相
勤
（
54
）
」
と
あ
り
、
本
丸
・
二
の
丸
の
番
所
に
は
、
両
組
か
ら
、
一
人
づ
つ

隔
番
で
昼
夜
と
も
に
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
『
中
井
家
文
書
』
「
御
城
之
図
」

に
描
か
れ
た
二
の
丸
北
の
御
門
近
く
に
あ
る
番
所
に
「
東
御
番
頭
与
力
」
、
御
門
内
に
「
東

御
番
頭
同
心
番
所
」
と
あ
る
（
本
書
二
一
四
頁
参
考
図
1
も
参
照
）
。
ま
た
、
本
丸
西
橋
番

所
に
「
両
御
番
頭
同
心
番
所
」
と
あ
り
、
本
丸
東
橋
に
「
西
御
番
頭
同
心
御
番
所
」
・
「
西
御

番
頭
与
力
番
所
」
が
あ
る
よ
う
に
、
両
組
番
頭
の
与
力
・
同
心
は
、
本
丸
東
橋
・
西
橋
に
あ

る
番
所
と
二
の
丸
北
御
門
に
あ
る
番
所
に
詰
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

両
番
頭
の
家
来
は
、
西
門
の
番
所
に
お
い
て
、
出
入
り
を
改
め
て
い
た
。
『
大
御
番
頭
格

式
之
留
』
「
大
御
番
常
之
勤
方
之
覚
」
に
、
「
一
同
所
（
筆
者
注
：
二
条
）
西
之
御
門
へ
、
明

六
時
よ
り
両
番
頭
之
家
来
差
出
置
、
御
城
中
へ
之
出
入
為
相
改
候
（
55
）
」
と
あ
り
、
ま
た
、『
中

井
家
文
書
』
「
御
城
之
図
」
の
西
門
枡
形
内
に
、
「
両
御
番
頭
家
来
札
改
、
番
所
」
と
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
番
頭
の
家
来
が
西
門
の
番
所
に
詰
め
、
城
の
出
入
り
を
改
め
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
（
参
考
図
1
も
参
照
）
。

な
お
、
城
内
へ
の
出
入
は
、
二
条
城
の
管
理
や
在
番
衆
の
城
内
で
の
生
活
に
関
わ
る
者

に
限
ら
れ
て
い
た
。
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
十
二
月
の
町
触
に
、
「
二
条
在
番
の
面
々

在
番
中
雑
費
多
候
日
用
之
品
掛
ヶ
買
い
た
し
、
（
中
略
）
仍
而
ハ
御
城
中
江
立
入
候
商
人
と

も
自
然
物
価
を
引
上
ヶ
候
ニ
至
（
56
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
商
人
が
城
内
に
入
り
、
在
番
衆

と
の
間
で
日
用
品
が
取
引
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
『
御
当
家
令
条
』
巻
二
四　

明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
「
定
」
（
以
下
、
明
暦
二
年
「
定
」
と
す
る
）
に
、
「
一
飯
タ
キ
女

置
被
申
仁
ハ
、
大
宮
通
逗
留
中
、
呼
寄
見
候
テ
、
約
束
被
申
間
敷
候
、
御
城
中
へ
入
候
テ
以

後
、
抱
可
被
申
事
」
と
あ
る
よ
う
に
、
番
衆
小
屋
に
一
年
間
居
住
す
る
こ
と
に
な
る
番
衆
は
、

給
仕
を
担
当
す
る
者
（
「
飯
タ
キ
女
」
）
を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
、
召
し
抱
え
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
『
登
前
留
』
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
十
月
二
日
条
に
、
「
一
二

条
御
城
内
江
出
入
之
町
人
共
江
相
渡
候
鑑
札
渡
方
之
儀
ニ
付
、
札
親
之
町
人
江
用
方
之
者
ゟ

書
状
差
出
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
出
入
に
は
、
鑑
札
が
必
要
で
あ
り
、
対
象
者
に
は
、
事
前

に
渡
さ
れ
て
い
た
。
『
京
桝
座
福
井
家
文
書
（
57
）
』
〇
二
五
「
二
条
城
北
門
出
入
札
預
り
書
」

に
よ
れ
ば
、
二
条
城
の
御
破
損
方
御
用
を
勤
め
た
大
工
福
井
組
が
北
御
門
の
出
入
す
る
際
に
、

番
衆
か
ら
出
入
札
を
預
か
っ
て
い
る
。

こ
の
他
、
毎
年
三
月
下
旬
に
は
、
城
内
の
御
厩
曲
郭
（
御
破
損
小
屋
の
南
側
地
区
）
に

お
い
て
、
両
組
番
頭
・
組
頭
の
出
座
の
も
と
、
両
組
か
ら
射
手
が
参
加
す
る
大
的
小
的
の

見
分
が
行
わ
れ
た
（
58
）
。
こ
れ
は
、
後
述
す
る
千
本
屋
敷
で
の
弓
術
稽
古
な
ど
と
同
様
に
、

将
軍
直
属
の
軍
団
の
一
つ
で
あ
る
大
番
と
し
て
の
武
術
訓
練
の
一
環
で
行
わ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。（

2
）
二
条
城
外
に
お
け
る
職
務

二
条
在
番
は
、
二
条
城
内
で
の
勤
務
だ
け
で
な
く
、
二
条
城
外
に
お
い
て
も
多
く
の
職

務
が
あ
っ
た
。
本
節
で
は
、
二
条
城
外
で
の
職
務
内
容
を
み
て
い
く
（
二
二
八
頁
表
２
参
照
）
。

一
つ
目
は
、
一
部
の
朝
幕
交
渉
に
お
け
る
使
者
や
付
添
い
と
し
て
の
関
与
が
挙
げ
ら
れ

る
。
『
江
戸
幕
府
日
記
』
寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）
七
月
十
三
日
条
に
、
「
禁
裏
江
為
八
朔

之
御
祝
儀
御
太
刀
・
御
馬
如
例
年
御
進
献
付
而
、
二
条
御
城
御
番
在
之
内
藤
石
見
守
御
使
被　
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仰
付
之
旨
」
と
あ
る
よ
う
に
、
番
頭
が
八
朔
に
お
け
る
御
所
へ
の
太
刀
・
馬
の
献
上
の
使
者

を
勤
め
て
い
る
。
ま
た
、
『
大
工
頭
中
井
家
文
書
』
「
女
御
御
産
に
つ
い
て
の
使
者
儀
礼
之
覚　

写
」
（
編
351
）
に
は
、
「
女

（
二
条
舎
子
）

御
御
産
為
御
悦
徒　

右
（
田
安
宗
武
）

衛
門
督
・
刑

（
一
橋
宗
伊
）

部
卿
様
御
使
二
条
在
番
組
頭

衆
御
勤
候
ニ
而
」
と
あ
り
、
組
頭
が
女
御
の
御
産
祝
い
の
た
め
、
田
安
宗
武
と
一
橋
宗
伊
の

使
者
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
寛
政
年
間
成
立
の
大
名
・
旗
本
の
家
譜
集
で
あ
る
『
寛
政

重
修
諸
家
譜
』（
以
下
、『
寛
政
譜
』
と
す
る
）
巻
第
二
百
九
十
八 

土
井
利
寛
の
項
に
は
、「
（
筆

者
注
：
宝
永
）
七
年
二
条
城
の
守
衛
に
あ
る
の
と
き
、
清
揚
院
殿
御
仏
殿
の
勅
額
に
そ
ふ
て

江
戸
に
来
り
、
閏
八
月
十
六
日
時
服
二
領
、
黄
金
二
枚
を
賜
ふ
（
59
）
」
と
あ
り
、
組
頭
が

江
戸
へ
下
向
す
る
勅
額
の
差
添
を
勤
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
幕
府
か
ら
朝
廷
へ
の
使
者

を
務
め
る
一
方
で
、
朝
廷
か
ら
幕
府
へ
の
や
り
取
り
の
差
添
も
勤
め
て
い
た
。

二
つ
目
と
し
て
、
京
の
町
中
お
よ
び
近
辺
の
寺
社
の
見
分
が
あ
げ
ら
れ
る
。
『
有
司
勤
仕

録
』
に
は
、「
一
在
番
中
、
加
番
衆
を
同
道
し
て
、
京
大
坂
町
中
幷
近
辺
之
寺
社
等
を
見
分
有
之
」

と
あ
り
、
ま
た
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
十
二
月
二
十
五
日
の
町
触
（
編
382
）
に
も
、「
此

度
町
々
為　

御
造
営
中
大
番
頭
花
房
因
幡
守
組
、
白
須
甲
斐
守
組
御
番
衆
、
左
之
面
々
廻
り

被
仰
付
候
間
、
其
旨
可
存
候
、
（
中
略
）
右
之
面
々
、
洛
中
洛
外
町
々
仮
御
所
近
辺
相
廻
り

（
60
）
」
と
あ
り
、
二
条
在
番
衆
が
洛
中
洛
外
の
町
々
や
寺
社
の
見
廻
り
を
行
っ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
（
61
）
。
こ
れ
は
、
江
戸
勤
番
に
お
け
る
「
廻
り
番
」
と
同
じ
性
格
の
役
務
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
つ
目
と
し
て
、
京
中
及
び
周
辺
の
社
寺
修
造
や
宮
中
の
御
殿
修
造
な
ど
の
監
督
役
が

挙
げ
ら
れ
る
。
『
殿
中
日
記
』
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
九
月
十
四
日
条
（
編
258
）
に
、
「
石

清
水
八
幡
宮
破
損
ニ
付
而
、
但
御
奉
行
ハ
重
而
二
条
在
番
之
内
よ
り
可
被
仰
付
之
由
云
々
」

と
あ
り
、
石
清
水
八
幡
宮
の
修
繕
に
際
し
て
、
二
条
在
番
の
番
士
が
監
督
に
あ
た
っ
て
い
る
。

ま
た
、
『
寛
政
譜
』
巻
百
二
十
二 

三
浦
正
影
の
項
に
、
「
宝
暦
四
年
二
条
城
守
衛
に
あ
る
の

と
き
、
近
江
国
山
門
堂
舎
等
修
理
の
事
う
け
た
ま
わ
り
し
に
よ
り
（
62
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、

比
叡
山
山
門
の
修
繕
奉
行
を
番
衆
が
勤
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
63
）
。
ま
た
、
『
寛
政
譜
』

巻
第
千
九
十　

平
岡
正
胤
の
項
に
、
「
明
和
四
年
九
月
三
日
さ
き
に
二
条
城
の
守
衛
に
あ
る

と
き
禁
裏
及
び
准
后
の
別
御
殿
普
請
の
事
を
う
け
た
ま
わ
り
し
に
よ
り
」
と
あ
り
、
組
頭
が

禁
裏
・
准
后
御
殿
修
造
の
御
用
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
64
）
。
大
番
は
、
江

戸
に
お
い
て
も
江
戸
城
内
や
市
中
の
修
造
奉
行
と
な
っ
て
お
り
（
65
）
、
右
の
よ
う
な
修
造

奉
行
は
そ
れ
に
類
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
つ
目
と
し
て
、
千
本
屋
敷
に
お
け
る
武
術
稽
古
が
挙
げ
ら
れ
る
。
『
手
留
』
文
政
二
年

（
一
八
一
九
）
十
月
十
六
日
条
に
、
「
今
日
我
等
組
御
番
衆
千
本
屋
鋪
弓
術
稽
定
日
ニ
付
」
と

あ
り
、
番
衆
が
弓
術
稽
古
の
た
め
、
所
司
代
千
本
屋
敷
（
下
屋
敷
）
（
66
）

へ
向
か
っ
て
い

る
（
67
）
。

　

（
3
）
そ
の
他
の
活
動

在
番
衆
は
、
在
番
と
し
て
の
勤
務
の
傍
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。

一
つ
目
は
、
城
外
に
お
け
る
物
見
遊
山
で
あ
る
。
『
年
譜
』
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
九

月
十
九
日
条
に
、
「
一
市
立
、
茸
狩
蹴
上
之
者
大
津
近
辺
之
山
也
、
珍
敷
遊
山
、
江
戸
ニ
無

之
」
と
あ
り
（
68
）
、
京
都
近
郊
へ
遊
山
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
森
山
孝
盛

は
、
松
平
安
芸
守
（
浅
野
重
晟
）
の
「
倉
屋
敷
」
に
あ
る
織
部
好
み
の
庭
囲
を
見
物
し
て
い

る
（
69
）
。

二
つ
目
は
京
内
寺
社
へ
の
参
詣
で
あ
る
。
『
御
書
方
覚
』
に
よ
れ
ば
、
「
一
御
仏
参
日
」

と
し
て
、
決
ま
っ
た
日
時
に
金
地
院
・
知
恩
院
・
養
源
院
に
参
詣
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

（
70
）
。以

上
か
ら
、
在
番
衆
の
主
た
る
職
務
は
、
城
内
の
警
衛
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

表
２
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
二
条
城
内
に
お
い
て
は
、
建
物
な
ど
の
維
持
管
理
に
携
わ
る
一

方
で
、
特
に
十
八
世
紀
以
降
、
城
外
に
お
い
て
も
朝
幕
間
の
使
者
・
差
添
や
建
物
の
修
造
奉

行
な
ど
の
多
岐
に
わ
た
る
業
務
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。

　

四　

二
条
在
番
の
交
代
と
上
り
下
り

　

（
1
）
二
条
在
番
の
交
代
手
続
き

前
述
の
通
り
、
在
番
は
、
大
番
十
二
組
が
輪
番
制
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
一
年
交
代
で
勤

め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
二
条
在
番
と
な
っ
た
大
番
が
毎
年
、
江
戸
城
と
二
条
城
と
の
間

を
上
り
・
下
り
し
た
。
こ
こ
で
は
、
二
条
在
番
の
上
京
の
行
程
と
交
代
手
続
き
を
み
て
い
く
。
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『
柳
営
秘
鑑
』
に
は
、

一
二
条
在
番
先
番
頭
江
戸
発
足　

四
月
二
日
、

一
同
組
中
発
足　
　
　
　
　
　
　

四
月
三
日　

四
日　

五
日　

六
日
、

一
跡
番
頭
発
足　

四
月
七
日　

各
道
中
十
泊
（
後
略
）

と
あ
り
、
新
た
に
二
条
在
番
と
な
っ
た
番
頭
の
う
ち
、
先
だ
っ
て
江
戸
を
出
発
す
る
番
頭
（
「
先

番
頭
」
）
が
四
月
二
日
に
江
戸
を
出
発
す
る
。
さ
ら
に
、
翌
三
日
か
ら
六
日
に
か
け
て
、
在

番
二
組
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
の
組
頭
・
番
衆
（
「
組
中
」
）
が
二
組
ず
つ
に
分
か
れ
て
、

一
日
ご
と
に
出
発
す
る
。
最
後
に
、
も
う
一
方
の
組
の
番
頭
（
「
跡
番
頭
」
）
が
四
月
七
日
に

出
発
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
道
中
十
泊
し
た
後
、
京
都
に
到
着
す
る
。

新
旧
在
番
の
交
代
手
続
き
は
、
明
暦
二
年
「
定
」
に
詳
し
い
。

一
役
人
衆
二
条
御
役
請
取
被
申
候
事
、
先

（
Ａ
）番

之
番
頭
四
月
十
三
日
大
宮
通
え
参
着
、

十
（
Ｂ
）四

十
五
日
両
日
組
中
大
宮
通
可
被
致
参
着
、
役
人
衆
は
十
四
日
組
え
附
登
り
、

十
五
日
御
城
中
之
役
人
衆
よ
り
御
役
請
取
被
申
、
十
七
日
御
城
中
え
入
代
被
申
、

御
番
衆
は
一
所
に
御
城
内
え
入
可
被
申
候
、
下
組
之
役
人
衆
は
、
十
七
日
に
下
り

可
被
申
事
、

一
跡

（
Ｃ
）登

之
御
番
衆
、
十
六
日
十
七
日
両
日
大
宮
通
被
致
参
着
、
御

（
Ｄ
）番

頭
は
十
八
日
大

宮
通
参
着
、
御
城
中
へ
入
候
事
、
右
定
之
日
限
ニ
入
替
候
役
人
衆
ハ
、
十
六
日
之

先
番
に
附
登
被
申
、
十
七
日
に
御
城
中
え
人
を
遣
、
十
九
日
御
城
内
え
入
、
先
へ

御
役
請
取
被
申
候
役
人
衆
よ
り
、
御
役
改
之
請
取
可
被
致
相
談
、
跡
下
り
組
之
役

人
衆
は
、
十
九
日
に
下
り
可
被
申
事
、

一
江
戸
よ
り
京
都
迄
日
数
十
一
日
之
積
に
て
、
大

（
中
根
正
成
）

隅
守
組
四（

Ｂ
）月

十
四
日
十
五
日
、

豊
（
本
多
正
貫
）

前
守
組
十

（
Ｃ
）六

十
七
日
、
如
斯
到
京
大
宮
通
可
有
参
着
候
、
大

（
Ａ
）隅

守
儀
は
十
三
日
、

豊（
Ｄ
）前

守
十
八
日
に
京
都
可
到
参
着
候
、
（
中
略
）
附
、
二
条
御
城
え
入
替
之
儀
、

四
（
Ａ
）月

十
六
日
之
朝
大
隅
守
、
同

（
Ｂ
）十

八
日
之
朝
大
隅
守
組
、
十

（
Ｃ
）

九
日
廿
日
両
日
之
朝

豊
前
守
組
、
同

（
Ｄ
）廿

一
日
之
朝
豊
前
守
入
替
申
筈
候
、

番
頭
お
よ
び
そ
の
組
の
組
頭
・
番
衆
は
京
都
到
着
後
、
す
ぐ
に
は
入
城
せ
ず
、
大
宮
通
に
逗

留
し
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
彼
ら
は
交
代
手
続
き
が
完
了
す
る
ま
で
の
間
、
二
条
城
の
南

の
地
域
に
あ
る
町
屋
に
逗
留
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
の
場
合
、

（
Ａ
）
新
任
の
「
先
番
」
の
番
頭
（
「
大
隅
守
」
）
は
、
四
月
十
三
日
に
、
（
Ｂ
）
「
先
番
」
の

組
中
（
「
大
隅
守
組
」
）
は
二
組
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
十
四
・
十
五
日
に
「
大
宮
通
」
に

到
着
し
、
入
城
ま
で
逗
留
し
て
い
る
。
そ
し
て
、（
Ａ
）「
先
番
」
の
番
頭
は
十
六
日
の
朝
、（
Ｂ
）

「
先
番
」
の
組
中
は
、
十
八
日
の
朝
に
そ
れ
ぞ
れ
先
任
の
番
頭
や
組
中
と
交
代
し
て
い
る
。（
Ｃ
）

「
跡
番
」
の
組
中
（
「
豊
前
守
組
」
）
に
つ
い
て
も
、
「
先
番
」
の
組
中
と
同
様
に
、
組
中
の
二

組
が
そ
れ
ぞ
れ
、
十
六
・
十
七
日
に
「
大
宮
通
」
に
入
り
、
十
九
・
二
十
日
の
二
日
に
分
か
れ

て
、
先
任
の
組
中
と
交
代
し
て
い
る
。
最
後
に
、
（
Ｄ
）
「
跡
番
」
の
番
頭
（
「
豊
前
守
」
）
が

十
八
日
に
「
大
宮
通
」
に
到
着
し
、
二
十
一
日
に
先
任
の
も
う
一
人
の
番
頭
と
交
代
を
行
っ

て
い
る
。

在
番
衆
の
二
条
城
周
辺
の
町
屋
へ
の
寄
宿
に
つ
い
て
は
、
『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』

二
「
二
条
大
御
番
頭
幷
大
坂
御
目
付
交
代
之
事
」
（
部
Ⅳ
―
10
）
に
、
「
一
旅
宿
場
所
東
西
者

岩
上
通
よ
り
大
宮
西
江
入
町
迄
、
南
北
者
姉
小
路
よ
り
仏
光
寺
通
迄
」
と
あ
り
、
番
衆
は
東

西
が
岩
上
通
か
ら
大
宮
西
入
町
ま
で
、
南
北
が
姉
小
路
か
ら
仏
光
寺
通
ま
で
の
範
囲
を
そ
れ

ぞ
れ
宿
所
と
し
て
い
た
。
町
側
は
寄
宿
す
る
番
衆
の
世
話
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
京

都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
蔵
『
古
久
保
家
文
書
』
一
一
二 

「
町
代
役
之
覚
」
（
編
260
）
に
、「
一

御
上
洛
幷
御
上
使
、
二
条
御
城
御
番
衆
御
宿
割
案
内
仕
」
と
あ
り
、
町
代
が
二
条
在
番
の
宿

割
案
内
を
務
め
る
べ
き
触
が
出
さ
れ
て
い
る
。
寄
宿
先
と
な
っ
た
地
区
に
は
、
番
衆
の
寄
宿

に
備
え
、
寝
具
や
諸
道
具
の
準
備
が
課
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
（
71
）
。

　
　

（
2
）
二
条
在
番
の
上
り
下
り
に
お
け
る
行
列
警
護

　

大
番
は
在
番
の
た
め
、
江
戸
と
二
条
・
大
坂
を
上
り
下
り
す
る
中
で
、
同
様
に
上
り
下
り

す
る
行
列
を
警
護
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
中
で
も
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、

御
茶
壺
道
中
の
護
衛
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。

江
戸
幕
府
は
、
将
軍
や
大
奥
で
使
用
す
る
御
茶
を
運
ぶ
た
め
、
江
戸
よ
り
「
採
茶
使
」

に
御
壺
を
持
た
せ
て
、
江
戸
と
宇
治
を
往
復
さ
せ
て
い
た
。
そ
の
一
行
の
こ
と
を
「
御
茶
壺

道
中
」
と
呼
び
、
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
か
ら
江
戸
城
内
の
警
衛
を
担
う
徒
組
（
徒
頭
と

そ
の
下
の
徒
衆
）
が
御
茶
壷
道
中
の
警
衛
を
担
っ
た
（
72
）
。

し
か
し
、
『
柳
営
日
次
記
』
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
二
月
十
二
日
条
に
、

　

右
宇
治
江
御
茶
御
用
可
被
遣
旨
、
長
門
守
申
渡
、
若
年
寄
出
座
、
当
年
ゟ
御
徒
頭
被 

　
　

遣
候
事
相
止
、
御
茶
壷
二
条
在
番
登
大
御
番
弐
人
両

組

ゟ

壱
人
ツ
ヽ
指
添
罷
越
し
、
御
茶
参
着 

　
　

ニ
て
大
坂
在
番
帰
大
御
番
弐
人
差
添
罷
下
候
様
、
相
極
候
様
、
老
中
申
渡
之 
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と
あ
る
よ
う
に
、
御
茶
壺
道
中
の
往
還
の
護
送
担
当
者
を
徒
頭
か
ら
在
番
の
番
衆
（
「
大
御

番
」
）
二
名
（
各
組
よ
り
一
名
ず
つ
）
に
改
め
た
の
で
あ
る
（
73
）
。

江
戸
か
ら
宇
治
へ
向
か
う
往
路
は
、
『
柳
営
秘
鑑
』
に
、
「
一
二
条
在
番
先
番
頭
江
戸
発

足　

四
月
二
日
、（
中
略
）
近
年
平
番
之
内
、
身
上
高
之
者
一
人
、
宇
治
御
茶
壺
御
用
を
相
勤
、

五
月
迄
居
残
り
、
江
戸
発
足
也
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
、
『
大
番
職
制
』
に
、
「
一
御
茶
壷
差
副

二
条
登
り
道
中
十
二
日
、
但
其
年
之
土
用
ニ
寄
土
用
入
日
ゟ
四
十
一
日
前
ニ
当
ル
日
江
戸
出

立
」
と
あ
り
、
「
身
上
」
が
高
い
番
衆
が
御
茶
壷
御
用
を
勤
め
、
四
月
初
旬
に
お
け
る
二
条

在
番
の
江
戸
出
立
に
同
行
せ
ず
、
江
戸
に
居
残
り
、
四
月
末
か
ら
五
月
上
旬
頃
に
江
戸
を
出

発
す
る
御
茶
壺
道
中
に
同
行
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
74
）
。
採
茶
師
と
し
て
宇
治
に
派

遣
さ
れ
た
平
茶
道
の
利
倉
盛
庸
が
著
し
た
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
菟
道
青
表
紙
図
彙
（
75
）
』

（
以
下
、
『
図
彙
』
と
す
る
）
に
は
、
「
御
壺
ヲ
御
蔵
へ
納
メ
ニ
相
越
立
戻
其
段
頭
衆
へ
申
達

し
夫
ゟ
御
番
衆
も
同
席
ニ
而
料
理
出
ル
膳
中
頭
衆
此
方
共
も
年
番
之
上
林
と
盃
事
致
し
相
済

而
御
番
衆
ハ
是
ゟ
退
散
有
之
」
と
あ
り
、
番
衆
（
番
士
）
は
、
直
接
、
宇
治
ま
で
赴
き
、
年

番
御
茶
頭
取
の
上
林
門
太
郎
（
峯
順
）
家
・
又
兵
衛
（
竹
庵
）
家
に
茶
壷
を
渡
し
、
膳
が
振

舞
わ
れ
る
際
に
は
、
番
衆
も
同
席
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
二
条
城
に
入
り
、

本
来
の
勤
務
に
就
い
た
の
で
あ
る
。
『
年
譜
』
に
よ
れ
ば
、
森
山
孝
盛
も
五
月
八
日
に
上
林

門
太
郎
家
で
御
壺
引
渡
を
行
っ
た
後
、
伏
見
に
一
泊
し
、
翌
日
、
二
条
城
に
入
城
し
て
い
る

（
二
二
八
頁 

図
1
参
照
）
。

宇
治
か
ら
江
戸
へ
向
か
う
復
路
は
、
『
柳
営
秘
鑑
』
に
、
「
一
大
坂
先
番
頭
彼
地
交
代　

八
月
七
日
、
（
中
略
）
但
平
番
之
内
ゟ
、
身
上
高
之
者
一
人
、
宇
治
御
茶
送
り
御
用
相
勤
る
、

勿
論
是
ハ
交
代
之
時
節
よ
り
先
達
而
彼
地
発
足
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
、『
大
番
職
制
』
に
、「
一 

御
茶
壷
大
坂
下
り
差
副
道
中
十
三
日
、
但
土
用
入
り
ゟ
十
五
日
前
ニ
当
ル
日
大
坂
出
立
土
用

入
ル
日
三
日
前
ニ
当
ル
日
江
戸
着
日
割
之
事
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
身
上
」
が
高
い
番
衆

が
御
茶
壷
御
用
を
勤
め
、
大
坂
大
番
の
交
代
時
期
で
あ
る
八
月
初
旬
に
先
立
っ
て
、
六
月
初

旬
頃
に
大
坂
を
出
立
す
る
（
76
）
。
『
図
彙
』
「
差
添
御
番
衆
ハ
今
朝
従
伏
見
出
立
大
津
ニ
而

参
会
之
事
」
に
、
「
〇
大
津
、
差
添
之
御
番
衆
之
旅
宿
へ
相
越
知
人
ニ
相
成
夫
ゟ
頭
衆
旅
宿

へ
参
り
伺
之
上
御
番
衆
へ
案
内
致
さ
せ
出
立
」
と
あ
り
、
御
茶
壺
が
出
立
す
る
前
日
に
伏
見

に
入
り
、
宇
治
を
出
立
し
た
御
茶
壺
と
大
津
で
合
流
し
、
江
戸
ま
で
同
行
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
（
二
二
八
頁 

図
2
参
照
）
。

御
茶
壺
以
外
に
も
、
東
海
道
を
往
来
す
る
貴
人
の
警
護
を
担
当
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

例
え
ば
、
将
軍
吉
宗
の
母
で
あ
る
浄
円
院
が
紀
州
か
ら
江
戸
へ
向
か
う
際
、
二
条
在
番
が
伏

見
ま
で
出
向
い
て
、
そ
の
警
護
を
担
当
し
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
通
常
の
交
替
時
期
を
ず

ら
し
て
い
る
（
77
）
。

　

お
わ
り
に

　

以
上
か
ら
、
次
の
三
点
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

（
1
）
二
条
城
に
は
、
在
番
衆
だ
け
で
な
く
、
そ
の
家
来
な
ど
多
く
の
武
士
が
入
り
、
二
条

城
に
一
年
間
、
仮
住
ま
い
を
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
た
。

（
2
）
二
条
在
番
は
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
二
条
城
の
警
衛
だ
け
で
な
く
、
特
に
十
八

世
紀
以
降
、
城
内
の
管
理
・
運
営
へ
の
関
与
に
加
え
、
禁
裏
や
京
中
・
京
外
に
お
け
る
役
務

を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

（
3
）
在
番
の
た
び
に
、
単
に
上
京
と
帰
府
を
繰
り
返
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
警
護
な
ど

を
通
し
て
、
京
中
や
道
中
と
の
関
わ
り
を
持
ち
つ
つ
、
毎
年
、
江
戸
と
京
都
を
上
り
下
り
し

て
い
た
。

　

し
か
し
、
以
上
で
明
ら
か
に
し
た
点
は
二
条
在
番
の
実
態
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
在
番
の

役
職
者
の
具
体
的
な
職
務
内
容
や
在
番
衆
と
二
条
城
の
管
理
に
関
わ
る
地
役
の
幕
府
役
人
と

の
か
か
わ
り
の
実
態
な
ど
解
決
す
べ
き
課
題
は
多
く
残
存
し
て
い
る
。
今
後
は
、
収
集
を
し

た
史
料
の
翻
刻
を
進
め
つ
つ
、
二
条
在
番
の
活
動
実
態
の
全
容
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

　

【
注
】

（
1
）　

『
国
史
大
辞
典
』
二
条
在
番
の
項
（
森
谷
尅
久
執
筆
）
。

（
2
）　

京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
中
井
家
文
書
』
「
西
大
御
番
頭
小
屋
出
来
方
形
絵
図
扣
」
。

（
3
）　

京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
中
井
家
文
書
』
「
西
御
番
衆
小
屋
指
図
」
。

（
4
）　

北
島
正
元
「
江
戸
幕
府
の
権
力
構
造
」
『
江
戸
幕
府
の
権
力
構
造
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
四 

　
　
　

年
）
、
煎
本
増
夫
「
家
光
政
権
の
権
力
基
盤
」
（
『
幕
藩
体
制
成
立
史
の
研
究
』
雄
山
閣
、 

　
　
　

一
九
七
九
年
）
、
小
池
進
「
江
戸
幕
府
直
轄
軍
団
の
存
在
形
態
と
特
質
」（
『
江
戸
幕
府
直
轄
軍 

　
　
　

団
の
形
成
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）
な
ど
。
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（
5
）　

朝
尾
直
弘
「
畿
内
に
お
け
る
幕
藩
制
支
配
」
（
『
朝
尾
直
弘
著
作
集 

一
』
岩
波
書
店
、 

　
　
　

二
〇
〇
三
年
。
初
出
は
、
一
九
六
七
年
）
、
渡
邊
忠
司
「
徳
川
政
権
と
京
都
二
条
城
警
衛
体　

 
　
　
　

制
の
確
立
」
（
『
歴
史
学
部
論
集
』
三
、
二
〇
一
三
年)

な
ど
。

（
6
）　

大
坂
城
に
お
け
る
大
坂
在
番
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
『
大
阪
府
史
』
・
『
新
修
大
阪
市
史 

　
　
　

を
は
じ
め
と
し
て
、
岩
城
卓
二
「
在
坂
役
人
と
大
坂
町
人
社
会
ー
大
御
番
頭
・
大
御
番
衆
・ 

　
　
　

加
番
を
中
心
に
ー
」
（
『
歴
史
研
究
』
三
九
、
二
〇
〇
一
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
7
）　

『
古
事
類
苑
』
（
官
位
部
三
、
一
〇
二
九
頁
）
。
以
下
、
『
有
司
勤
務
録
』
の
原
文
書
は
神
宮
文 

　
　
　

庫
蔵
、
七
門
―
八
二
七
。

（
8
）　

『
内
閣
文
庫
所
藏
史
籍
叢
刊 
五
（
柳
営
秘
鑑
）
』
（
汲
古
書
院
、
一
九
八
一
年
）
。

（
9
）　

『
有
司
勤
仕
録
』
（
官
位
部
三
、
一
〇
五
〇
頁
）
。
こ
の
他
、
「
廻
り
番
」
と
呼
ば
れ
る
江
戸 

　
　
　

市
中
の
巡
回
警
戒
に
も
あ
た
っ
た
。

（
10
）　

大
番
・
在
番
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
2
）
北
島
論
文
、
煎
本
論
文
、
小
池
論
文 

　
　
　

に
詳
し
い
。

（
11
）　

『
慶
延
略
記
』
慶
長
十
二
年
（
一
六
三
五
）
条
。『
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊 

八
一
（
慶
延
略
記
・ 

 
 
 
 
 
 

枯
木
集
・
江
城
年
録
）
』
（
汲
古
書
院
、
一
九
八
八
年
）
。

（
12
）　

『
元
和
年
録
』
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
八
月
条
（
『
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊 

六
五
（
慶
長 

　
　
　

見
聞
録
案
紙
・
慶
長
日
記
・
慶
長
年
録
・
元
和
年
録
）
』
（
汲
古
書
院
、
一
九
八
六
年
）)

。

（
13
）　

『
江
戸
幕
府
日
記
』
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
正
月
二
十
日
条
。
以
下
、『
江
戸
幕
府
日
記
』 

 
 
 
 
 

は
、
藤
井
讓
治
監
修
『
姫
路
酒
井
家
本　

江
戸
幕
府
日
記
』
（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
三
年
） 

 
 
 
 
 
 

に
よ
る
。

（
14
）　

以
下
、
本
書
の
「
元
離
宮
二
条
城
編
年
史
料　

近
世
編
」
に
収
載
し
た
史
料
に
つ
い
て
は
、 

　
　
　

次
の
よ
う
に
表
記
す
る
。
「
一
編
年
史
料
」
通
し
番
号
1
番
の
史
料
：
（
編
1
）
、
「
二
部
類 

　
　
　

分
け
史
料
」
Ⅰ
『
中
井
家
文
書
』
通
し
番
号
2
番
の
史
料
：
（
部
Ⅰ
―
2
）
。

（
15
）　

『
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊 

八
一
（
慶
延
略
記
・
枯
木
集
・
江
城
年
録
）
』
（
汲
古
書
院
、 

　
　
　

一
九
八
八
年
）
。

（
16
）　

前
掲
注
（
2
）
小
池
論
文
。

（
17
）　

『
柳
営
日
次
記
』
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
六
月
十
八
日
条
。

（
18
）　

『
東
職
記
聞
』
二
（
『
古
事
類
苑
』
官
位
部
三
、
一
〇
四
四
頁
）
に
は
、
「
毎
組
置
四
人
、
職 

　
　
　

掌
従
番
頭
奉
行
組
衆
事
也
」
と
あ
る
。
ま
た
、
『
柳
営
日
次
記
』
享
保
八
年
（
一
七
二
三
） 

　
　
　

三
月
八
日
条
に
、
「
夫
よ
り
組
頭
両
組
よ
り
被　

仰
付
候
也
、
大
御
両
組
頭
も
四
人
共
ニ
其 

　
　
　

組
出
候　

弐
人
者
其
組
よ
り
出
、
弐
人
者
他
組
よ
り
被
仰
付
由
、
被
相
渡
之
」
と
あ
り
、 

　
　
　

組
頭
は
、
番
衆
か
ら
選
ば
れ
て
い
た
。

（
19
）　

『
蜑
の
焼
藻
の
記
』（
日
本
随
筆
大
成
編
輯
部
編
『
日
本
随
筆
大
系
』
第
二
期 

二
二
（
吉
川
弘 

　
　
　

文
館
、
二
〇
〇
七
年
）
）
。

（
20
）　

『
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊　

憲
教
類
典 

二
』
（
汲
古
書
院
、
一
九
八
四
年
）
。

（
21
）  

『
京
都
町
触
集
成
』
巻
三
―
二
九
。

（
22
）　

分
類
番
号
：
第
五
門
一
一
〇
九
号
。

（
23
）  

石
井
良
助
編
『
御
仕
置
例
類
集　

古
類
集
四
』
（
名
著
出
版
、
一
九
七
一
年
）
。

（
24
）　

以
下
、
『
年
譜
』
の
翻
刻
は
、
原
田
伴
彦
他
編
集
『
日
本
都
市
生
活
史
料
集
成
』
二
（
三
都 

　
　
　

篇 

二
）
（
学
習
研
究
社
、
一
九
八
二
年
）
に
よ
っ
た
。

（
25
）　

こ
の
他
、
『
年
譜
』
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
五
月
十
四
日
条
に
よ
れ
ば
、
孝
盛
は
、
道
中 

　
　
　

に
お
い
て
同
行
さ
せ
、
「
使
者
請
」
を
さ
せ
て
い
た
田
村
武
左
衛
門
を
二
条
城
入
城
後
、
江 

　
　
　

戸
へ
帰
ら
せ
て
い
る
。

（
26
）　

以
下
、
断
り
の
な
い
限
り
、
『
大
工
頭
中
井
家
文
書
』
は
、
谷
直
樹
『
大
工
頭
中
井
家
建
築 

　
　
　

指
図
集 

:
 

中
井
家
所
蔵
本
』
（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
に
よ
る
。

（
27
）　

分
類
番
号
：
第
七
門
四
七
二
号
。

（
28
）　

『
大
番
職
制
』
に
は
、
「
右
代
人
病
気
ニ
而
難
登
代
々
人
、
又
者
三
度
目
代
人
被
仰
渡
候
節　
　

 

　
　
　

登
候
」
と
も
あ
り
、
「
代
人
」
が
病
気
に
よ
り
、
在
番
に
赴
け
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
代
り 

　
　
　

を
勤
め
る
「
代
々
人
」
も
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
御
当
家
令
条
』
巻
二
四　

明
暦 

　
　
　

二
年
「
定
」
に
、「
二
条
、
大
坂
え
参
候
共
、
御
城
中
え
入
替
候
日
限
前
に
、
被
致
病
死
候
ハ
ヽ
、 

　
　
　

江
戸
え
申
越
、
代
人
登
せ
可
申
候
、
御
城
内
え
入
候
て
被
果
候
衆
は
、
代
人
出
し
申
間
敷
候
」 

　
　
　

と
あ
り
、
在
番
衆
が
二
条
・
大
坂
に
入
城
前
に
病
死
し
た
時
は
、
「
代
人
」
を
派
遣
す
る
が
、 

　
　
　

入
城
後
は
、
「
代
人
」
が
派
遣
さ
れ
な
か
っ
た
。 

（
29
）　

『
柳
営
日
次
記
』
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
二
月
十
五
日
条
に
よ
れ
ば
、
同
年
の
二
条
在
番 

　
　
　

は
市
橋
下
総
守
組
・
高
木
主
水
正
組
で
あ
っ
た
。

（
30
）　

『
有
司
勤
仕
録
』
（
『
古
事
類
苑
』
官
位
部
三
、
一
〇
五
一
頁
）
に
、
「
在
番
之
組
之
内
、
病
気 

　
　
　

差
合
有
之
不
足
な
る
時
は
、
他
組
よ
り
代
り
を
取
り
、
是
を
取
人
と
云
」
と
あ
る
。

（
31
）　

請
求
番
号
：
一
五
二
―
〇
一
二
一
。
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（
32
）　

『
大
番
職
制
』
に
は
、
「
取
手
返
在
番
三
度
続
候
事
」
と
あ
り
、
「
取
手
返
」
と
し
て
、
三
度 

　
　
　

続
け
て
在
番
を
勤
め
る
者
も
い
た
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
「
代
人
」
・
「
取
人
」
と
し
て
、 

　
　
　

多
く
在
番
に
向
か
う
者
が
一
定
数
存
在
し
た
こ
と
は
、
在
番
勤
務
の
際
に
支
給
さ
れ
る
「
合 

　
　
　

力
米
（
金
）
」
を
目
的
と
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
33
）　

『
代
々
記
』
「
凡
例｣

に
つ
い
て
は
、
横
山
則
孝
「
『
御
番
士
代
々
記
』
の
「
凡
例
」
記
事
の 

　
　
　

翻
刻
と
紹
介
」
（
『
日
本
大
学
精
神
文
化
研
究
所
紀
要
』
三
七
、
二
〇
〇
七
年
） 

に
詳
し
い
。

（
34
）　

二
条
在
番
の
御
金
奉
行
の
存
在
を
示
す
史
料
は
、
現
段
階
で
は
見
当
た
ら
な
い
（
『
登
前
留
』 

　
　
　

「
覚
書
」
に
も
確
認
で
き
な
い
）
。
た
だ
し
、
二
条
城
内
に
「
金
蔵
」
が
存
在
し
て
お
り
（
『
中 

　
　
　

井
家
文
書
』
「
二
条
御
城
中
絵
図
」
に
は
、
本
丸
・
二
の
丸
に
「
御
金
蔵
」
が
見
え
る
）
、 

　
　
　

大
番
頭
や
門
番
頭
の
立
会
い
の
も
と
、
封
印
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
（
本
書
杉
谷
論
文
参
照
）
。

（
35
）　

請
求
番
号
：
Ｃ
Ｈ
―
一
四
六
。

（
36
）  

『
大
番
職
制
』
に
は
、
「
二
条
在
番
在
役
数
并
役
順
」
と
し
て
、
「
一
残
役
下
休
十
五
日

登
休
廿
日

、
一  

　
　
　

御
破
損
奉
行
、
一
御
茶
壷
差
副
、
一
外
御
蔵
奉
行
、
一
米
払
、
一
御
弓
奉
行
、
一
御 

 
 
 
 
 
 

鉄
炮
奉
行
、
一
御
具
足
奉
行
、
一
宿
割
、
一
御
金
請
取
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
37
）　

飯
島
千
秋
「
江
戸
幕
府
の
米
蔵
」
（
『
江
戸
幕
府
の
財
政
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
。 

　
　
　

初
出
は
二
〇
〇
〇
年
）
。

（
38
）  

こ
の
他
、
二
条
御
蔵
に
関
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
「
二
条
御
蔵
目
付
」
が
挙 

　
　
　

げ
ら
れ
る
。
『
大
御
番
頭
格
式
之
留
』
に
は
、
「
先
規
よ
り
両
組
御
蔵
目
付
一
人
づ
ゝ
両
申 

　
　
　

渡
置
」
と
あ
り
、
両
組
か
ら
番
衆
一
人
づ
つ
が
選
ば
れ
て
い
た
。
『
柳
営
日
次
記
』
元
禄 

　
　
　

十
一
年
（
一
六
九
八
）
十
二
月
六
日
条
に
よ
れ
ば
、
二
条
・
大
津
蔵
奉
行
は
在
番
士
四
名 

　
　
　

か
ら
、
京
都
所
司
代
与
力
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
京
都
町
奉
行
伺
の
『
御
仕
置
例
類
集
』　
　
　

 

　
　
　

一
〇
六
〇
（
前
掲
注
（
23
）
書
）
の
「
一
二
条
御
蔵
納
宿
之
も
の
共
一
件
」
に
よ
れ
ば
、 

　
　
　

御
蔵
目
付
及
び
与
力
は
、
米
を
蔵
納
す
る
際
に
立
会
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

（
39
）　

『
古
事
類
苑
』
（
官
位
部
三
、
一
〇
三
〇
頁
）
。
以
下
、『
大
御
番
頭
格
式
之
留
』
の
原
文
書
は
、 

　
　
　

神
宮
文
庫
蔵
『
両
番
頭
勤
方
』
、
七
門
―
八
五
〇
。

（
40
）　

『
向
山
誠
斎
記
及
雑
綴
』
所
収
の
「
御
勝
手
方
覚
」
「
二
条
・
大
坂
・
駿
府
・
甲
府
御
城
内 

　
　
　

外
御
修
復
御
入
用
之
事
」
に
も
、
「
但
御
破
損
奉
行
ハ
在
番
之
大
御
番
ゟ
両
人
ツ
ヽ
仮
役
相 

　
　
　

勤
申
候
」
と
あ
り
、
在
番
衆
か
ら
二
名
が
「
仮
役
」
と
し
て
、
勤
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

　
　
　

な
お
、「
御
勝
手
方
覚
」
の
翻
刻
は
、
大
野
瑞
男
編
『
江
戸
幕
府
財
政
史
料
集
成
』
下
巻
（
吉 

　
　
　

川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
）
に
よ
っ
た
。

（
41
）　

『
代
々
記
』
大
御
番
十
二
番
四　

河
野
頼
母
教
通
の
項
に
よ
れ
ば
、
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
） 

　
　
　

の
二
条
在
番
の
時
、
御
破
損
奉
行
と
し
て
、
翌
年
、
城
門
の
修
理
を
担
当
し
て
い
る
。

（
42
）　

『
代
々
記
』
大
御
番
十
二
番
四　

長
井
岩
次
郎
実
晴
の
項
に
よ
れ
ば
、
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七 

　
　
　

の
二
条
在
番
の
時
、
御
破
損
奉
行
と
し
て
、
「
所
司
代
邸
」
の
修
理
を
担
当
し
て
い
る
。

（
43
）　

『
代
々
記
』
大
御
番
六
番
六　

服
部
永
吉
保
節
の
項
に
よ
れ
ば
、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
の 

　
　
　

二
条
在
番
の
時
、
御
具
足
奉
行
と
し
て
、
「
御
具
足
」
の
新
調
を
担
当
し
て
い
る
。

（
44
）　

『
柳
営
日
次
記
』
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
八
月
十
一
日
条
に
も
、
「
二
条
在
番

久
留
嶋
信
濃
守
組
与
頭
原 

　
　
　

三
郎
兵
衛
、
（
中
略
）
右
者
、
心
観
院
様　

御
贈
位
之　

宣
命
等
差
添
罷
下
候
二
付
於
柳
之 

　
　
　

間
主
殿
頭
受
取
之
」
と
あ
る
。

（
45
）　

『
有
司
勤
仕
録
』
（
『
古
事
類
苑
』
官
職
部
三
、
一
〇
五
一
）
に
は
、
「
又
組
之
内
に
残
り
役 

　
　
　

と
云
あ
り
、
是
又
江
戸
殿
中
向
、
其
外
之
日
々
の
違
変
を
三
度
飛
脚
に
云
遣
す
也
」
と
あ
る
。

（
46
）
明
治
大
学
博
物
館
蔵
『
大
久
保
家
文
書
』
「
在
番
留　

大
坂
在
番
」
（
『
新
修
大
坂
市
史
』
近 

　
　
　

世
編　

第
二
章　

諸
役
の
職
務
）　

に
よ
れ
ば
、
大
坂
在
番
の
米
払
は
、
組
頭
の
表
印
と
番 

　
　
　

頭
の
裏
印
の
あ
る
手
形
を
持
参
し
た
番
衆
に
御
蔵
か
ら
米
を
給
与
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い 

　
　
　

た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
47
）　

『
向
山
誠
斎
記
及
雑
綴
』
所
収
の
「
御
勝
手
方
覚
」
の
「
二
条

大
坂
御
金
銀
江
戸
江
為
替
納
ニ
仕 

　
　
　

候
事
」
に
は
、
「
幷
二
条
・
大
津
御
払
米
代
銀
江
戸
表
江
御
取
寄
ニ
成
候
分
ハ
、
江
戸
・
京
・ 

　
　
　

大
坂
ニ
而
身
元
宜
町
人
共
江
為
替
申
付
家
質
為
差
出
置
、
（
中
略
）
日
数
九
十
日
延
江
戸
御 

　
　
　

金
蔵
江
相
納
申
候
、
但
御
金
高
御
取
寄
之
節
、
又
ハ
日
延
納
に
難
成
急
御
用
之
節
ハ
、
急 

　
　
　

為
替
に
て
納
さ
せ
、
或
ハ
在
番
之
大
御
番
宰
領
に
て
、
御
取
寄
被
成
候
儀
も
希
に
御
座
候
」 

　
　
　

と
あ
り
、
払
米
銀
は
、
江
戸
・
京
都
・
大
坂
の
し
か
る
べ
き
商
人
の
元
で
為
替
と
し
て
江 

　
　
　

戸
の
金
蔵
に
納
め
る
が
、
御
金
高
の
場
合
や
急
ぎ
の
場
合
に
「
在
番
之
大
御
番
宰
領
」
を　
　

 
　
　
　

遣
わ
し
て
、
納
め
さ
せ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
48
）　

大
坂
在
番
の
「
宿
割
」
に
つ
い
て
、
呉
偉
華
氏
は
、
「
幕
府
の
役
人
で
あ
る
宿
割
役
人
は
二 

　
　
　

人
で
あ
り
、
彼
ら
は
毎
年
の
交
代
時
期
よ
り
早
め
に
大
坂
へ
来
て
、
町
に
泊
ま
っ 

　
　
　

て
、
各
組
の
組
頭
と
番
士
の
宿
の
手
配
を
行
っ
た
」
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
呉
偉
華 

　
　
　

「
都
市
大
坂
の
御
用
宿
と
町
方
―
大
番
頭
・
大
番
衆
を
中
心
と
し
て
―
」
（
『
都
市
文
化
研
究
』 

　
　
　

二
一
、
二
〇
一
九
年
）
、
二
条
在
番
の
「
宿
割
」
も
同
様
の
役
割
を
勤
め
て
い
た
と
考
え
ら 
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れ
る
。

（
49
）　

『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』
二
「
八
二
条
大
番
御
目
付
衆
御
合
力
米
之
事
」
に
、「
但
、
元 

　
　
　

禄
五
申
九
月
二
条
御
番
衆
御
合
力
米
銀
渡
り
ニ
罷
成
候
」
と
あ
り
、
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
） 

　
　
　

に
二
条
在
番
の
合
力
米
が
銀
で
支
払
わ
れ
る
よ
う
な
っ
た
。

（
50
）　

例
え
ば
、
『
年
譜
』
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
五
月
十
七
日
条
に
、
「
大
坂
江
為
御
金
請
取 

　
　
　

罷
越
候
相
番
伊
丹
弥
兵
衛
・
竹
川
内
記
今
日
帰
着
、
御
金
持
参
」
と
あ
り
、
番
衆
二
名
が 

　
　
　

合
力
金
を
請
取
る
た
め
、
大
坂
へ
向
か
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
51
）　

『
古
事
類
苑
』
（
官
位
部
三
、
一
〇
三
〇
頁
）
。

（
52
）　

ま
た
、
『
職
掌
録
』
（
『
改
定
史
籍
集
覧
』
二
七
）
に
、
「
二
条
に
て
は
、
両
頭
の
内
御
本
丸　

 

　
　
　

と
二
丸
と
請
取
あ
り
、
筆
頭
の
方
御
本
丸
也
」
と
あ
り
、
筆
頭
の
番
頭
が
本
丸
を
請
け
取
っ 

　
　
　

て
い
る
。

（
53
）　

『
古
事
類
苑
』
（
官
位
部
三
、
一
〇
二
九
頁
）
。

（
54
）　

『
古
事
類
苑
』
（
官
位
部
三
、
一
〇
三
〇
頁
）
。

（
55
）　

『
古
事
類
苑
』
（
官
位
部
三
、
一
〇
三
〇
頁
）
。

（
56
）　

『
京
都
町
触
集
成 

第
十
一
巻
』
六
八
二
号
。

（
57
）　

京
都
市
歴
史
資
料
館
編
『
京
枡
座
福
井
家
文
書
（
叢
書
京
都
の
史
料 

五
）
』
（
京
都
市
歴
史 

　
　
　

資
料
館
、
二
〇
〇
二
年
）
。

（
58
）　

『
年
譜
』
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
三
月
十
八
日
条
。
『
手
留
』
文
政
二
年
（
一
八
一
九
） 

 
 
 
 
 
 

三
月
二
十
四
日
条
。

（
59
）　

『
柳
営
日
次
記
』
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
閏
八
月
十
六
日
条
に
、
「
従
京
都
清
揚
院
殿
勅 

　
　
　

額
附
罷
下
候
金
二
枚

時
服
二
柴大

御
番
土
屋
山
城
守
組
与
頭

山
平
九
郎
」
と
あ
り
、
平
九
郎
は
、
江
戸
到
着
後
、
賞
さ
れ
て
い
る
。

（
60
）　

『
京
都
町
触
集
成 

第
七
巻
』
一
九
二
号
。 

（
61
）　

姫
路
市
立
城
郭
研
究
室
蔵
『
二
条
御
城
御
書
方
覚
』
（
以
下
、
『
御
書
方
覚
』
と
す
る
）
に 

　
　
　

も
、
「
一
御
月
番
中
御
巡
見
、
明
十
一
日
天
気
能
御
座
候
は
北
東
山
辺
ヘ
巡
見
両
組
頭
幷
両 

　
　
　

組
中
之
内
召
連
可
罷
越
と
奉
存
候
」
と
あ
る
。
翻
刻
は
、
小
笠
原
一
恵
他
「
史
料
翻
刻
「
違 

　
　
　

常
取
計
心
得
」
「
御
中
屋
敷
御
屋
敷
奉
行
諸
事
留
」
「
二
条
御
城
内
御
書
方
覚
」
」
（
『
城
郭
研 

　
　
　

究
室
年
報
二
四
、
二
〇
一
三
年
）
に
よ
っ
た
。

（
62
）　

内
閣
文
庫
蔵
『
柳
営
録
』
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
二
月
十
一
日
条
に
、「
同
五
枚
、
三
浦
半 

　
　
　

左
衛
門
、
右
者
江
州
山
門
中
堂
幷
諸
堂
社
御
修
復
御
用
相
勤
候
ニ
付
」
と
あ
る
。

（
63
）　

『
代
々
記
』
大
御
番
十
一
番
四　

市
川
長
之
助
昌
仲
の
項
に
よ
れ
ば
、
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
） 

　
　
　

の
二
条
在
番
を
務
め
た
際
、
そ
の
翌
年
、
比
叡
山
山
門
西
塔
・
東
塔
堂
舎
の
修
造
奉
行
を 

　
　
　

勤
め
て
い
る
。

（
64
）　

准
后
御
殿
落
成
時
に
、
禁
裏
か
ら
御
褒
美
を
下
賜
さ
れ
た
者
の
中
に
、
「
平
岡
弥
次
郎
右
衛 

　
　
　

門
（
＝
正
胤
）
」
と
見
え
る
。
『
兼
胤
卿
記
』
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
九
月
二
十
七
日
条
（
『
史 

　
　
　

料
稿
本
』
）

（
65
）　

大
番
天
野
重
時
・
中
根
正
次
が
江
戸
城
西
丸
大
手
橋
の
改
架
の
奉
行
を
命
じ
ら
れ
て
い
る 

　
　
　

（
『
江
戸
幕
府
日
記
』
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
五
月
二
十
二
日
条
、
『
寛
政
譜
』
巻
第 

　
　
　

五
五
四 

天
野
重
時
の
項
）
。
ま
た
、
大
番
本
田
正
次
は
、
焼
失
し
た
品
川
東
海
寺
の
建
物 

　
　
　

を
修
造
す
る
際
そ
の
普
請
奉
行
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
（
『
江
戸
幕
府
日
記
』
正
保
三
年 

　
　
　

（
一
六
四
六
）
三
月
二
十
九
日
条
、
『
寛
政
譜
』
巻
第
六
九
七 

本
田
正
次
の
項
）
。

（
66
）  

京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
中
井
家
文
書
』
「
所
司
代
千
本
屋
敷
絵
図
」
に
よ
れ
ば
、
敷
地 

 
 
 
 
 

内
南
西
に
は
、
「
射
小
屋
」
が
見
え
る
こ
と
、
西
南
に
は
「
鉄
砲
場
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、 

 
 
 
 
 
 
 

下
屋
敷
（
千
本
屋
敷
）
は
武
術
訓
練
の
場
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
67
）　

こ
の
他
、
『
代
々
記
』
凡
例
に
、
「
又
国
堺
論
地
あ
る
時
は
出
役
し
て
其
是
非
を
検
す
、
こ 

　
　
　

れ
臨
時
の
出
役
な
り
」
と
あ
る
。
『
代
々
記
』
大
御
番
五
組
四 

久
保
源
六
郎
勝
年
の
項
に 

　
　
　

よ
れ
ば
、
勝
年
は
、
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
の
二
条
在
番
の
時
、
丹
波
国
氷
上
郡
の
「
山 

　
　
　

論
除
地
論
所
検
使
」
を
命
じ
ら
れ
、
裁
許
が
な
さ
れ
た
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
ま
で
在 

　
　
　

京
し
て
お
り
、
在
番
衆
が
畿
内
近
国
の
国
境
争
論
の
検
使
を
勤
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
68
）　

こ
の
他
、
鳴
滝
へ
も
茸
狩
に
出
か
け
て
い
る
（
『
年
譜
』
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
三
月 

　
　
　

二
十
五
日
条
）
。

（
69
）　

『
年
譜
』
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
十
月
十
八
日
条
。
『
年
譜
』
以
外
で
は
、
浜
松
藩
主
水 

　
　
　

野
忠
邦
の
師
で
あ
る
国
学
者
高
林
方
朗
が
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
に
京
都
所
司
代
と
し
て 

　
　
　

上
京
し
た
忠
邦
に
同
行
し
た
際
の
日
記
で
あ
る
『
二
条
日
記
』
の
記
事
が
注
目
さ
れ
る
。 

　
　
　

方
朗
が
高
雄
へ
紅
葉
狩
り
に
行
っ
た
記
事
に
は
、
「
二
条
の
み
き
の
ち
な
る
何
が
し
も
た
せ 

　
　
　

来
ぬ
る
さ
ゝ
え
の
さ
け
ま
ゐ
ら
せ
ん
と
て
」
と
あ
る
。
別
の
条
に
、「
二
条
御
城
（
ノ
ミ
キ
）
」 

　
　
　

（
閏
六
月
二
十
七
日
条
）
と
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
二
条
の
み
き
の
う
ち
な
る
何
が
し
」 

　
　
　

は
、
番
衆
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
『
二
条
日
記
』
の
翻
刻
に
つ
い
て
は
、
岩
崎
鐵
志
編
『
二 

　
　
　

条
日
記
』
（
浜
松
史
蹟
調
査
顕
彰
会
、
一
九
八
六
年
）
に
よ
っ
た
。
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（
70
）　

こ
の
他
、
『
御
書
方
覚
』
に
は
、
「
貴
布
祢
御
社
司
中
」
へ
在
番
中
の
安
全
を
祈
念
し
て 

　
　
　

い
る
書
状
が
あ
る
。
ま
た
、
『
年
譜
』
に
よ
れ
ば
、
孝
盛
は
北
野
社
に
和
歌
を
奉
納
し
て
い 

　
　
　

る
（
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
二
月
二
十
五
日
条
）
。

（
71
）　

丸
山
俊
明
「
江
戸
時
代
後
期
の
京
都
の
町
屋
に
お
け
る
二
条
番
衆
の
寄
宿
形
態
」
（
『
日
本 

　
　
　

建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
七
四-

六
四
〇
、
二
〇
〇
九
年
）
。
こ
の
他
、
二
条
在
番
と 

　
　
　

二
条
城
周
辺
の
町
と
の
関
わ
り
と
し
て
、
在
番
中
に
病
気
と
な
っ
た
番
衆
や
そ
の
家
来
が 

　
　
　

城
外
の
町
屋
に
お
い
て
養
生
し
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
『
御
書
方
覚
』
に
よ
れ
ば
、 

　
　
　

病
気
に
な
っ
た
番
衆
は
番
頭
に
届
出
を
出
し
、
二
条
城
周
辺
の
町
屋
に
お
い
て
養
生
す
る 

　
　
　

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
快
復
す
る
と
再
び
入
城
し
、
勤
務
に
戻
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

（
72
）　

内
閣
文
庫
蔵
『
御
徒
方
万
年
記
』
巻
之
一
「
宇
治
御
茶
壷
指
添
御
用
之
事
」
に
は
、
「
一
寛 

　
　
　

永
九
壬
申
年
ゟ
宇
治
御
茶
壷
御
用
御
徒
頭
壱
人
・
同
平
組
八
人
・
御
数
寄
屋
頭
壱
人
・
御 

　
　
　

茶
道
弐
人
被　

仰
付
御
徒
頭
酒
井
内
記
初
而
宇
治
江
相
越
」
と
あ
る
（
『
内
閣
文
庫
所
藏
史 

　
　
　

籍
叢
刊 

六
八
（
御
徒
方
万
年
記
（
一
）
）
』
（
汲
古
書
院
、
一
九
八
六
年
）
。
ま
た
、
『
江
戸 

　
　
　

幕
府
日
記
』
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
二
月
十
八
日
条
「
一
朽酉

木
与
五
郎
、
神戌

尾
宮
内
、
近亥 

　
　
　

藤
五
左
衛
門
、
安子

藤
次
左
衛
門
、
右
四
輩
宇
治
御
茶
詰
番
替
ニ
仕
可
罷
上
旨
被　

仰
出
之
、 

　
　
　

丹
後
・
信
濃
・
伊
豆
出
土
圭
之
間
被
仰
渡
云
々
」
と
あ
り
、
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
以
後
、 

　
　
　

御
徒
頭
が
宇
治
御
茶
壷
指
添
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
73
）　

『
年
譜
』
文
政
五
年
（
一
七
七
六
）
四
月
二
十
五
日
条
に
は
、
「
然
共
終
始
御
数
寄
屋
頭
之 

　
　
　

尻
ニ
付
候
役
目
故
残
念
之
目
也
、
（
中
略
）
差
添
は
登
り
は
御
壺
之
先
を
押
、
下
り
は
御
壺 

　
　

 
 

之
跡
を
押
而
参
候
」
と
あ
り
、
道
中
で
は
、
御
数
寄
屋
頭
の
統
括
の
下
、
宇
治
へ
の
登
り
は 

　
　

 
 

茶
壺
の
前
に
、
江
戸
へ
の
下
り
は
茶
壺
の
後
に
つ
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
74
）　

『
年
譜
』
に
よ
れ
ば
、
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
に
御
茶
壺
差
添
を
勤
め
た
森
山
孝
盛
は
、 

　
　
　

四
月
二
十
五
日
に
江
戸
を
出
立
し
て
い
る
。

（
75
）　

翻
刻
は
、
今
井
金
吾
監
修
『
道
中
記
集
成
』
別
巻
一
（
大
空
社
出
版
、
一
九
九
八
年
）
に
よ
っ
た
。

（
76
）　

財
団
法
人
本
多
記
念
館
所
蔵
『
大
坂
御
在
番
中 

覚
書
』
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
閏
五
月 

　
　
　

一
日
条
に
、
「
一
朔
日
、
近
　々

御
茶
壷
付
被
成
御
立
候
御
番
衆
御
両
人
様
今
日
四
時
被
成 

　
　
　

御
出
候
」
と
あ
る
。
翻
刻
は
、
大
坂
城
天
守
閣
編
『
大
坂
大
番
記
録
（
一
）
』（
大
阪
城
天
守
閣
、 

　
　
　

二
〇
〇
〇
年
）
に
よ
っ
た
。

（
77
）　

国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
年
録
』
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
二
月
二
十
二
日
条
。

表 1 　大番における二条在番・大坂在番・江戸勤番のサイクル
組の在番担当干支 二条【申寅】

大坂【亥巳】

二条【酉卯】

大坂【午子】

二条【辰戌】

大坂【未丑】

二条【亥巳】

大坂【申寅】

二条【午子】

大坂【酉卯】

二条【未丑】

大坂【戌辰】

西暦 元号 十二支 1番組

6番組

5番組

11 番組

9番組

12 番組

4番組

8番組

7番組

10 番組

2番組

3番組

1716 享保 1年 申 二条 江戸 江戸 大坂 江戸 江戸

1717 享保 2年 酉 江戸 二条 江戸 大坂

1718 享保 3年 戌 江戸 二条 江戸 大坂

1719 享保 4年 亥 大坂 江戸 二条 江戸

1720 享保 5年 子 江戸 大坂 江戸 二条

1721 享保 6年 丑 江戸 大坂 江戸 二条

1722 享保 7年 寅 二条 江戸 大坂 江戸

（凡例）

（1）二条・大坂在番はゴシックで示し、さらに、二条在番については網掛けを施した。

（2）各年の担当の組は、『柳営補任』大御番頭の項を参考として、内閣文庫蔵『柳営日次記』における 

    江戸出立前の将軍謁見の記事を基に作成した。

【
付
記
】
史
料
の
閲
覧
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
神
宮
文
庫
、
東
京
都
公
文
書
館
に
謝

意
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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表 2　『寛政重修諸家譜』にみえる二条在番衆の職務（二条城の警衛以外）
No. 番士名 担当年 分類 職務内容 典拠（巻数 -頁）

1 鈴木重貫 寛文 5年 (1665) Ａ -2 石清水八幡宮の修造奉行 (18）-8

2 永田正勝 寛文 5年 (1666) Ａ -2 石清水八幡宮の修造奉行 (7）-159

3 高木吉長 寛文 5年 (1665) Ａ -1 二条城中の所々修造奉行 (5）-390

4 三浦義武 寛文 5年 (1665） Ａ -1 二条城の修理奉行 (9）-47

5 小野成重 天和 3年 (1683) Ｄ 摂津・丹波両国の論地の検使 (10）-141

6 小林正羽 元禄元年 (1688) Ｄ 山城・大和・近江三国の論地の検使 (16）-124

7 山下義知 元禄 11 年 (1698) Ｂ 東叡山中堂の勅額の差添 (6）-417

8 佐野政矩 宝永 2年 (1705) Ｂ 清揚院殿（綱重）の贈官、長昌院御方（家宣母）の贈位宣命の差添 (14）-28

9 村上清胤 宝永 2年 (1705) Ｂ 清揚院殿（綱重）の贈官、長昌院御方（家宣母）の贈位宣命の差添 (4）-261

10 加賀美正理 宝永 4年 (1707) Ｂ 家千代殿（家宣男）誕生につき、禁裏よりの贈物の差添 (4）-166

11 杉浦勝利 宝永 5年 (1708) Ｂ 禁裏・御所の歳首・立坊立后の御賀として関東へ進上の品の差添 (9）-71

12 本多安頼 宝永 6年 (1709) Ｂ 常憲院殿（綱吉）の贈位宣下につき、院号の書の差添 (11）-313

13 柘植宗広 宝永 6年 (1709) Ｂ 常憲院殿（綱吉）の贈位宣下につき、院号の書の差添 (9）-283

14 土井利寛 宝永 7年 (1710) Ｂ 清揚院殿（綱重）仏殿の勅額の差添 (5）-262

15 小尾武元 正徳元年 (1711) Ｅ 山城国淀城の引渡し (3）-304

16 春田久武 正徳 2年 (1712) Ｂ 長昌院御方（家宣母）の贈位、宣命・位記の差添 (15）-377

17 石原義方 正徳 2年 (1712) Ｂ 長昌院御方（家宣母）の贈位、宣命・位記の差添 (8）-310

18 向山政勝 享保 3年 (1718) Ｃ 浄円院御方（吉宗母）の江戸行の護衛 (1）-131

19 山角定恒 享保 3年 (1718) Ｃ 浄円院御方（吉宗母）の江戸行の護衛 (15）-392

20 蔭山包暠 享保 3年 (1718) Ｃ 浄円院御方（吉宗母）の江戸行の護衛 (2)-126

21 天野忠久 享保 3年 (1718) Ｃ 浄円院御方（吉宗母）の江戸行の御迎 (14）-198 

22 西山昌里 享保 3年 (1718) Ｃ 浄円院御方（吉宗母）の江戸行の護衛 (13）-121

23 大久保忠庸 享保 3年 (1718) Ｃ 浄円院御方（吉宗母）の江戸行の御迎 (12）-10

24 大久保忠林 享保 3年 (1718) Ｃ 浄円院御方（吉宗母）の江戸行の御迎 (12）-34

25 堀利清 享保 9年 (1724) Ｅ 大和国郡山城の引渡し (12）-383

26 小林重矩 享保 18 年 (1733) Ｂ 證明院殿（家重室）の贈位位記宣命の差添 (16）-154

27 川勝光隆 元文元年 (1736) Ａ -2 女院御所の造営奉行 (18）-160

28 久保勝年 寛保元年 (1741) Ｄ 丹波国氷上郡の論地の検使 (16）-194

29 久保勝安 寛保元年 (1741) Ａ -2 下賀茂神社の修造奉行 (16）-196

30 米津盛政 延享元年 (1744) Ａ -2 石清水八幡宮の修造奉行 (18）-218

31 三上季紀 延享 3年 (1746) Ａ -2 桜町御所・大宮御所の造営奉行 (7）-196

32 松下高氐 宝暦 2年 (1752) Ａ -1 二条城の天守普請奉行 (7）-130

33 鈴木勝豫 宝暦 3年 (1753) Ａ -1 二条城天守跡の塀普請奉行 (7）-32

34 河野教通 宝暦 6年 (1756) Ａ -1 二条城中の修理奉行 (10）-210

35 河野賀通 宝暦 12 年 (1762) Ｂ 桃園院の御遺物の差添 (10）-214

36 由比貞勝 明和元年 (1764) Ｂ 心観院殿（家治室）の贈位宣命の差添 (9）-92

37 内藤種満 明和元年 (1764) Ａ -2 清涼殿御殿の普請奉行 (13）-262

38 平岡正胤 明和 4年 (1767) Ａ -2 禁裏・准后別殿の普請奉行 (17）-48

39 間宮信禄 明和 7年 (1770) Ｂ 刑部卿（一橋）宗尹卿贈官の宣命の差添 (7）-278

40 原田種甫 安永 8年 (1779) Ｂ 孝恭院殿（家基）の贈位宣命の差添 (10）-1

41 朝倉俊長 安永 9年 (1780) Ｂ 孝恭院殿（家基）の贈位宣命の差添 (21）-7

42 小林正武 安永 9年 (1780) Ｂ 後桃園院の御遺物の差添 (16）-147

43 大久保忠善 安永 9年 (1780) Ｂ 後桃園院の御遺物の差添 (12）-31

44 小林正峯 天明 3年 (1783) Ｂ 心観院殿（家治室）の贈位宣命の差添 (16）-150

45 永田直養 天明 3年 (1783) Ｂ 大蔵卿（田安）治察卿の贈官・宣命・宣旨の差添 (16）-278

46 榊原長義 天明 8年 (1788) Ｂ 禁裏よりの進物の差添 (16）-387 

47 小長谷時明 天明 8年 (1788) Ｅ 二条城延焼を言上するため参府 (6）-368

48 加藤一信 天明 8年 (1788) Ｅ 二条城延焼を言上するため参府 (13）-67

49 羽太正香 天明 9年 (1789) Ｂ 心観院殿（家治室）の贈位宣命の差添 (17）-17

50 境野尚敬 寛政元年 (1789) Ｂ 山田奉行に下される御朱印の差添（伊勢国山田に下向） (20）-409

51 澤幸純 寛政元年 (1789) Ｂ 山田奉行に下される御朱印の差添（伊勢国山田に下向） (17）-63

52 山本正順 寛政 2年 (1790) Ｅ 御弓・弓具等の新調 (3）-9

53 羽太正盈 寛政 2年 (1790) Ｂ 禁裏・御所方よりの年始進物の差添 (17）-14

54 小林正集 寛政 3年 (1791) Ｅ 禁裏・御所方造営の際の警護 (16）-140

55 都築景箆 寛政 3年 (1791) Ｅ 禁裏・御所方造営における京都市中の巡回 (13）-168 

56 小宮山宣茂 寛政 3年 (1791) Ｅ 禁裏・御所方造営における京都市中の巡回 (4）-231

57 筧正一 寛政 4年 (1792) Ａ -1 二条城二丸修理の奉行 (17）-30

58 宮重信敬 寛政 6年 (1794) Ａ -1 二条城東西番士の居所普請の奉行 (16）-303

（凡例）

職務の分類は、以下の通りである。

Ａ -1: 二条城内の修理奉行、Ａ -2：二条城外の修理奉行、Ｂ：御用物の差添、Ｃ：道中における貴人の警護、Ｄ：論地の検使、Ｅ：その他
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二条在番と二条城（柴﨑）

図 1　在番の御茶壺道中の警衛 ( 往路 )
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⑶ 御茶詰 ( 宇治到着から 9 日目 )

③ 警護終了
② 宇治到着

京　都 

大坂城
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⇒
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小田原

浜松

岡崎

　❶江戸城出発

　    (4 月初め )

❶~❷

　　　　

　　　・・・御茶壺道中の復路の行程

　　　 ・・・二条城に上京する二条在番の本隊の行程

・・・御茶壺道中の警護のため、二条城へ上京する二条

　　　　 在番から選ばれた番衆 (「御茶壺附」) の行程

⑴~⑷

①~⑤

( 凡例 )
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図 2　在番の御茶壺道中の護衛 ( 復路 )
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　　　・・・御茶壺道中の復路の行程

　　　 ・・・大坂での在番を終え、江戸に帰還する大坂在番の本隊の行程

・・・御茶壺道中の警護のため、江戸へ帰還する大坂

　　　在番から選ばれた番衆 (「御茶壺附」) の行程
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